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　平成 22 年度熊本県茶品評会（茶園の部）で、茶生産
農家の平田卓夫さん ( 鹿北町 ) が、農林水産大臣賞を受
賞しました。山鹿市内での受賞は、昭和 55 年以来、実
に 30 年ぶりの快挙。「茶の関係者は厳しい状況が続いて
いる。だから、生産者にとって励みになった」と話します。
茶の産地、山鹿市にとっても吉報でした( 続きは2ページ)。

茶園の部で農林水産大臣賞

　平田　卓夫さん輝 人き ら り

やまが
広報



広報やまが　2011.5.1　2

５
月
の
広
報

当たり前のことをコツコツとやる
いつの時代も気を付けている食の安心安全
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土
壌
管
理
に
高
い
評
価

　

熊
本
県
茶
品
評
会(

茶
園
の
部)

は
、
茶
園
の

適
正
な
管
理
と
栽
培
技
術
の
向
上
を
図
り
、
良
質

な
生
葉
を
生
産
す
る
こ
と
で
、
く
ま
も
と
茶
の
ブ

ラ
ン
ド
確
立
に
対
応
で
き
る
茶
園
づ
く
り
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。
各
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
茶

園
を
７
人
が
審
査
す
る
。「
20
年
生
の
茶
木
に
こ

れ
だ
け
勢
い
が
あ
る
の
は
、
し
っ
か
り
管
理
が
で

き
て
い
る
か
ら
。
す
ば
ら
し
い
」
と
審
査
員
。
特

に
、
山
間
部
が
苦
手
と
し
て
い
た
土
壌
管
理
に
高

い
評
価
を
受
け
た
。

　
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
し
て
き
た
こ

と
が
報
わ
れ
た
感
じ
で
う
れ
し
い
」
と
、
平
田

さ
ん
。
今
年
61
歳
。
18
歳
で
就
農
し
た
時
５
ａ

（
５
０
０
㎡
）
だ
っ
た
茶
園
を
、
少
し
ず
つ
広
げ

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
鹿
北
町
岳
間
の
よ
う
な
中

山
間
地
域
で
は
、規
模
拡
大
も
限
度
が
あ
る
。「
量

よ
り
質
で
い
く
し
か
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
も
力

が
入
る
。

　

現
在
平
田
さ
ん
は
、
㈲
岳
間
製
茶
の
生
産
部
会

長
。「
会
員
28
人
の
品
質
を
統
一し
て
、
品
質
の
良

い
生
葉
を
提
供
す
る
。
後
は
、
茶
を
作
る
人
た
ち

に
任
せ
る
」
と
、
日
々
努
力
す
る
。
部
会
で
は
、

収
穫
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
茶
園
を
被
覆
し
、
か
ぶ
せ
茶

葉
を
栽
培
し
て
い
る
。「
か
ぶ
せ
る
こ
と
で
、
旨
み
が

出
て
グ
リ
ー
ン
の
色
が
濃
く
な
る
」
と
話
す
。
二
番

茶
ま
で
収
穫
し
た
ら
、
来
年
に
向
け
て
の
土
壌
管

理
、
夏
場
に
は
病
害
虫
防
除
、
秋
の
整
枝
、
草
切

り
な
ど
、一年
中
作
業
が
続
く
。

自
然
相
手
は
難
し
い

　
「
一
年
を
通
し
た
結
果
が
生
葉
に
出
る
。
毎
年
気

象
条
件
が
違
う
の
で
、
自
然
相
手
は
難
し
い
」。
特

に
、
今
年
の
よ
う
に
寒
い
日
が
続
く
と
、
気
が
抜
け

な
い
。
霜
が
降
り
る
と
、
茶
の
芽
が
枯
れ
る
た
め
防

霜
対
策
と
し
て
防
霜
フ
ァ
ン
も
設
置
し
て
い
る
。
受

賞
し
た
茶
畑
で
思
い
を
語
る
「
病
害
虫
に
強
い
土
壌

を
作
り
、
有
機
堆
肥
を
使
う
な
ど
、
いつ
の
時
代
も

食
の
安
心
安
全
に
気
を
付
け
て
い
る
」。

茶園の部で農林水産大臣賞
　平田　卓夫さん

田之上綺
あ や り

梨さん
稲田小学校３年

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する

コーナーです

輝 人き ら り
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平成 23 年度施政方針

 計画の着実な推進
希望に満ちた山鹿の再生

　

予
算
編
成
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
将
来
に

わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
医
療
の
確
保
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ

た
市
民
の
生
活
を
支
え
る
基
礎
的
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
産
業
の
振
興

や
雇
用
創
出
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施
策

や
、
さ
く
ら
湯
整
備
と
八
千
代
座
１
０
０
周
年
を
契

機
と
し
た
地
域
内
商
業
・
観
光
業
の
活
性
化
、
ご
み

の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
基
本
と
し
た
新

た
な
循
環
型
社
会
の
構
築
な
ど
、
重
要
政
策
課
題
に

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
要
施
策
の
概
要
】

周
辺
地
域
に
対
す
る
振
興
策
の
強
化

【
収
益
性
の
高
い
農
業
の
実
現
】

　

本
市
の
農
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
農
林
業
従

事
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
の
減
少
、
農
林
産
物
価
格

の
低
迷
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
引
き
続
き

「
収
益
性
の
高
い
農
業
」
の
実
現
を
念
頭
に
、
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
本
市
独
自
の
施
策
を
展
開
し
、
農

林
業
の
活
性
化
を
通
じ
て
地
域
に
「
元
気
」
を
生
み

出
せ
る
よ
う
に
、『
意
欲
あ
る
担
い
手
の
育
成
と
確

保
』『
魅
力
あ
る
農
林
産
物
の
生
産
・
加
工
・
販
売

促
進
』『
地
域
資
源
を
生
か
し
た
農
山
村
地
域
の
活

性
化
』
の
３
つ
の
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
過
疎
集
落
へ
の
重
点
的
支
援
】

　

過
疎
振
興
対
策
と
し
て
、医
療
、教
育
、防
災
な
ど
、

基
礎
的
な
生
活
条
件
の
確
保
に
よ
る
生
活
水
準
の
向

上
、
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
、
伝
統
な
ど
の
地
域
資

源
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、『
情
報
通
信
基
盤
の
整

備
』『
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
』『
地
域
生
活
交
通
の

確
保
』
の
３
つ
の
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
健
や
か
に
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
妊
娠
・
出
産
・
新
生
児
期
を
通
じ
、

心
身
の
健
康
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
周
産
期
医

療
の
機
能
・
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
産
婦
人
科
開
設

に
伴
う
、
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の
病
棟
改
修
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
で
は
、
児
童
福
祉
、
家

庭
・
青
少
年
教
育
、
母
子
保
健
な
ど
を
総
体
的
に
推

進
す
る
た
め
の
総
合
拠
点
（
総
合
子
ど
も
育
成
セ
ン

タ
ー
）、
さ
ら
に
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
子
ど
も
や
子

育
て
家
庭
を
見
守
り
支
え
る
地
域
拠
点
（
地
域
子
ど

も
育
成
セ
ン
タ
ー
）
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

　

廃
棄
物
の
発
生
・
排
出
を
減
ら
し
、
環
境
へ
の
負

荷
が
少
な
い
《
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
》
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的

な
利
用
や
環
境
教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、『
ご

み
の
減
量
化
・
発
生
抑
制
』『
再
利
用
・
資
源
化
の

推
進
』、『
廃
棄
物
の
適
正
処
理
』
の
３
つ
の
施
策
に

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

私
は
、
合
併
後
６
年
間
に
お
い
て
、
行
政
改
革
大

綱
及
び
財
政
構
造
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
積
極
的
に

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

合
併
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
特
例
措
置
の
期
限
到
来

を
は
じ
め
、
権
限
移
譲
や
地
域
主
権
の
進
展
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
、
産
業
振

興
と
定
住
促
進
対
策
な
ど
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

自
治
体
経
営
の
中
で
、
な
お
一
層
の
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
合
併
後
10
年
と
い
う
節
目
の
年
を
見
据

え
て
、
成
果
を
重
視
し
た
市
政
運
営
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

市長　中嶋　憲正

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
つ
、
ど
こ
で
大
災
害
が
発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
状
況
の
な
か
で
、
い
ま
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
一
日
も

早
い
復
興
に
向
け
て
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
市
政
運
営
の
基
本
方
針
】

　

23
年
度
は
、「
第
１
次
山
鹿
市
総
合
計
画
」
に
掲

げ
た
将
来
都
市
像
で
あ
る
、「
ま
ほ
ろ
ば
創
生 

人
輝

く
温ぬ

く

も
り
の
都ま

ち市
や
ま
が
」
の
実
現
に
向
け
て
、
現

在
策
定
中
の
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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「防災」
　

３
月
11
日
14
時
46
分
に
三
陸
沖
を
震

源
と
し
て
発
生
し
た
巨
大
地
震
「
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
」。
こ
の
地
震
は
、

日
本
国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
記
録
し
、
激
し
い

揺
れ
と
津
波
な
ど
に
よ
っ
て
東
北
・
関

東
地
方
を
中
心
に
広
い
範
囲
で
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
現
在
で
の
震
災
に
よ
る
死

者
、
行
方
不
明
者
は
、
合
わ
せ
て

２
８
，
０
０
０
人
に
上
り
、
加
え
て
福

島
第
一
原
発
の
放
射
能
漏
れ
や
大
規
模

停
電
な
ど
に
よ
り
、
経
済
的
な
面
を
含

め
て
日
本
全
国
に
深
刻
な
影
響
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
興
は
、
私

た
ち
皆
の
願
い
で
あ
り
、
支
援
の
動
き

が
本
格
的
に
広
が
っ
て
い
る
中
、
今
こ

そ
私
た
ち
は
身
近
に
潜
む
災
害
に
つ
い

て
考
え
、
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
「
防

災
」
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
と
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
震
や
大
雨
、
台
風
な
ど
自
然
災
害

は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

特
に
大
き
な
災
害
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
警
察
や
消
防
署
な
ど
の
公
的
防
災

機
関
の
支
援
が
行
き
届
か
な
く
な
る
た

め
、
ま
ず
は
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

と
い
う
気
持
ち
で
日
ご
ろ
か
ら
備
え
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
…

・
家
具
の
転
倒
防
止
対
策

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た

人
の
８
割
以
上
は
、
家
具
の
転
倒
に
よ

る
圧
死
、窒
息
死
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

背
の
高
い
タ
ン
ス
な
ど
は
、
金
具
で
固

定
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

まずは自分で自分の命を守る「自助」

・
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
対
策

　

地
震
に
よ
っ
て
割
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
で

け
が
を
し
た
り
、
散
乱
し
た
ガ
ラ
ス
で

そ
の
場
を
動
け
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の
貼
り
付

け
や
カ
ー
テ
ン
の
取
り
付
け
を
行
な
い

ま
し
ょ
う
。

・
枕
元
に
ス
リ
ッ
パ
を
置
い
て
寝
る

　

停
電
し
た
中
を
避
難
す
る
際
に
、
は

だ
し
で
は
大
変
危
険
で
す
。
靴
が
あ
る

場
所
ま
で
た
ど
り
着
け
な
い
場
合
も
あ

る
た
め
、
ス
リ
ッ
パ
だ
け
で
も
履
い
て

逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

今こそ見つめ直そう

非常時の持ち出し品は大丈夫？備えあれば憂いなし
　

避
難
所
生
活
で
は
、
必
要
な

物
資
が
足
り
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
３
日
分
を
目

安
に
必
要
な
食
料
と
持
ち
出
し

品
を
整
理
し
て
リ
ュ
ッ
ク
な
ど

に
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【非常持ち出し品チェックリスト】

「自主防災組織」を結成しましょう
　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民
が
自

主
的
に
連
携
し
と
も
に
助
け
合
い
な
が

ら
、防
災
活
動
を
行
う
組
織
の
こ
と
で
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
救
出
さ
れ

た
人
た
ち
の
６
割
が
近
所
の
方
々
に
よ

り
救
出
さ
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
、

自
主
的
な
住
民
組
織
の
有
効
性
が
改
め

て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
鹿
市
で
は
、
こ
の
自
主
防
災
組
織

の
結
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
結
成
さ

れ
た
組
織
に
は
、
訓
練
経
費
な
ど
の
補

助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん

の
地
域
へ
伺
っ
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

山
鹿
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
に
災

害
時
の
対
処
法
や
避
難
場
所
、
危
険
ヵ

所
を
記
載
し
た「
防
災
マ
ッ
プ
」と「
地

震
防
災
マ
ッ
プ
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
家
族
や
地

域
で
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
場
所
や
避

難
経
路
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

家族で、地域で「防災会議」を開こう！

国
内
観
測
史
上
最
大

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０

石巻市雄勝公民館の上に津波
で打ち上げられた大型バス
撮影　４月 13 日
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覚
え
て
お
こ
う
！

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
「
１
７
１
」

　

災
害
時
は
、
被
災
地
へ
の
安
否
確
認
の
電
話
や
メ
ー
ル

が
集
中
す
る
た
め
、
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
伝
言
を
30
秒
間
残
す
こ
と
が

で
き
る
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
携

帯
電
話
や
公
衆
電

話
か
ら
も
利
用
で

き
、
回
線
が
混
雑

し
て
い
る
と
き
で

も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

利
用
方
法

　
１
７
１
を
ダイ
ヤ

ル
し
、
利
用
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
従
っ
て
、

伝
言
の
録
音
・
再

生
が
で
き
ま
す
。

義
援
金
を
か
た
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
内
で
被
災
地
支
援
を
名
目
と
し
て
金
品
を
要
求
す

る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
義
援
金
を
か
た
っ
た
詐

欺
行
為
が
全
国
的
に
も
多
発
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
も

し
、
訪
問
や
電
話
が
あ
っ
て
も
安
易
に
応
じ
ず
に
、
相

手
の
身
元
を
確
認
す
る
な
ど
し
て
、
不
審
に
思
わ
れ
た

場
合
は
、
警
察
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

支
援
活
動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

（
総
合
窓
口
）

　

総
務
課　

☎
43
ー
１
１
１
７

（
義
援
金
に
関
す
る
こ
と
）

　

福
祉
課　

☎
43
ー
１
１
６
７

（
避
難
児
童
等
の
就
学
に
関
す
る
こ
と
）

　

教
育
総
務
課　

☎
43
ー
１
３
９
１

 

左
記
の
場
所
へ
義
援
金
箱
を
設
置
し
、

皆
さ
ま
か
ら
の
義
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
振
込
口
座
も
開
設
し

て
い
ま
す
。

①
設
置
期
間

　
３
月
14
日
か
ら
当
分
の
間

②
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

③
設
置
場
所

　

市
役
所
本
庁
玄
関
、
各
総
合
支
所
、

　

八
千
代
座
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

④
義
援
金
口
座

　

肥
後
銀
行　

山
鹿
支
店

　
（
普
通
）
１
７
６
５
０
９
８

　

口
座
名
義
：
山
鹿
市
東
北
地
方
・

太
平
洋
沖
地
震
義
援
金

　

山
鹿
市
長　

中
嶋　

憲
正

※
窓
口
で
手
続
き
を
す
る
場
合
、
同
じ

金
融
機
関
内
の
振
り
込
み
は
手
数
料
が

か
か
り
ま
せ
ん
。

　

領
収
証
の
必
要
な
方
は
、
お
手
数
で

す
が
本
庁
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
へお
申
し
出
く
だ
さ
い
。

４
月
15
日
現
在
の
義
援
金
総
額

２
５
，
７
５
６
，
６
４
４
円

本市の被災地への支援状況
　

義
士
親
善
友
好
都
市
と
し
て
本
市

と
防
災
協
定
を
結
ん
で
い
る
岩
手
県
一

関
市
と
茨
城
県
笠
間
市
に
食
糧
な
ど

の
物
資
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
本
県
が
支
援
対
象
と
し

　今回の大震災に際し、本市としても被災地の一刻も早い復興を願い、
熊本県ならびに全国知事会などの関係機関と緊密な連携のもと、支援
を進めています。市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

　

全
国
市
長
会
に
支
援
要
請
が
あ
っ
た

宮
城
県
石
巻
市
に
、
４
月
９
日
か
ら
市

職
員
を
２
人
ず
つ
交
代
で
救
援
派
遣
し

て
い
ま
す
。
派
遣
先
で
は
支
援
物
資
の

集
配
や
、
罹り

さ
い災
証
明
書
の
発
行
な
ど
の

業
務
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
本
県
か
ら
の
要
請
で
、
県

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
に
保
健
師
２
人

を
派
遣
し
ま
す
。

市に寄せられた支援物資を積み込む職員

　

派
遣
さ
れ
た
宮
城
県
石
巻
市
は
、
震
災
か
ら
約
１
カ

月
が
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
被
災
地
の
現
状
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
津
波
の

被
害
は
想
像
以
上
で
、
無
数
の
建
物
が
全
壊
し
、
い
ま

だ
に
瓦が

れ
き礫
の
山
で
し
た
。
ま
た
、
地
盤
沈
下
の
影
響
で
、

浸
水
し
て
る
場
所
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
も
自

衛
隊
に
よ
る
不
明
者
の
捜
索
が
、
倒
壊
家
屋
や
瓦
礫
の

中
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
復
興
に
は
か
な
り
の
時
間

が
か
か
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

石
巻
市
で
は
、
遺
体
安
置
所
の
受
付
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
市
内
に
は
７
割
近
い
児
童
が
津
波
の
犠

牲
に
な
っ
た
小
学
校
が
あ
り
、
い
ま
だ
に
10
人
ほ
ど
が

不
明
の
た
め
、
先
生
な
ど
と
一
緒
に
学
校
敷
地
の
捜
索

も
行
い
ま
し
た
。

　

約
１
週
間
の
寝
泊
ま
り
は
、市
役
所
の
４
階
フ
ロ
ア
ー

に
寝
袋
で
、
食
事
は
持
参
し
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な

ど
を
食
べ
ま
し
た
。

　

復
興
に
向
け
て
動
き
出
し
始
め
て
は
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
復
興
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
先
が
見
え
な
い
地
域

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
復
興
に
は
か
な
り
の
時
間

が
必
要
で
、
支
援
も
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。　

義
援
金
箱
の
設
置

支
援
物
資
の
提
供

て
い
る
宮
城
県
へ
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
衣
類
、
約

５
千
点
を
送
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
の
と
こ
ろ
被
災
各
県

と
も
必
要
な
物
資
が
充
足
し
つ
つ
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
時
的
に
受
け
入
れ

を
中
止
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
改
め

て
被
災
地
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合

は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職
員
の
救
援
派
遣

山鹿市職員救援派遣
第 1 陣で宮城県石巻市に救援派遣
された職員

企画課　村田　勉（写真左）
財政課　阿蘇品　泰伸（同右）
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私たちのお金はこんな
ふうに使われます
市民１人あたり
年間52 万8,035 円

（平成23 年3 月末
　人口56,733 人で算出）

高齢者や障がい者、
子どもの福祉など

159,467円（30.2％）

市債（市の借金）の
返済
61,780 円（11.7％）

道路、公園、 住宅など
の整備
31,682 円（6.0％）

小・中学校、 生涯学
習など
64,420 円（12.2％）

地域づくり、戸籍や
住民票、選挙など
63,364 円（12.0％）

農林業、畜産業など
42,771 円（8.1％）

健康、検診、予防、
ごみ処理など
35,906 円（6.8％）

商工業・観光など　 
22,706 円 (4.3％)

議会、災害復旧、予備費
　6,865 円 (1.3％)

消防団、消防設備など
　21,649円 (4.1％)
公営企業への貸付金
　17,425 円 (3.3％)

心豊かにたくましく生きる人づくり
地域づくり、国際・地域間交流、青少年健全育成、生涯スポーツの推進、
伝統芸能の保存継承など
やまが肝いりどん事業 130 万円
結婚サポートを行う「肝いりどん」を委嘱し、定住促進を図ります。
子ども輝きプラン 5,064 万 8 千円
不登校や障がいのある児童生徒へのきめ細かな教育体制を拡充します。
学校規模適正化事業 13 億 1,429 万 7 千円
山鹿・川辺統合小学校の建設に着手します。

活力ある産業づくり
企業誘致、特産品の振興、農林業・商業の振興、中心市街地活性化対策、
誘客宣伝など
農産物販売促進事業 1,028 万円
物産館の利活用促進や特産品のPRのため、物産館巡りツアーを実施します。
温もりのある住まいづくり事業 1,800 万円
山鹿市産木材の需要拡大を目指すとともに、定住促進を図ります。
さくら湯再生事業 7 億 4,722 万 9 千円

「さくら湯」の再生に向け、建設に着手します。

地域とともに支え合う暮らしづくり
国民健康保険事業、介護保険事業、子育て支援事業、健康づくり推進など

健康増進事業 9,097 万 5 千円
新たに大腸がん検診を加え、市民の健康づくりを推進します。
ねんりんピック開催費 500 万円
高齢者の健康と生きがいを目的に、「ねんりんピック2011熊本」が開催されます。
各種予防対策事業 2 億 4,704 万 8 千円
予防接種の拡充により、感染・発症の予防とまん延防止を図ります。

安全で快適な暮らしを支える基盤づくり
簡易水道施設・農業集落排水施設・下水道施設・道路などの整備、防
災機能の充実など
総合支所再編整備事業 5 億 3,900 万円
菊鹿・鹿央総合支所を改修し、利用しやすい市民センターを目指します。
地域生活交通事業 4,013 万 7 千円
交通空白地域の解消に向け、「あいのりタクシー」などの公共交通システムの導入を進めます。
防災行政無線施設整備事業 3 億 7,914 万 4 千円
災害時の情報伝達手段の一元化を図るため、施設整備を行います。

人と自然が共生する環境づくり
環境保全対策、リサイクルの推進、バイオマス利活用、景観の保全など

太陽光発電システム普及促進事業 2,400 万円
一般住宅への普及を図り、地球温暖化対策を進めます。
浄化槽設置整備事業 5,878 万 3 千円
下水道などの未整備地区への浄化槽設置を推進し、水環境の保全を図ります。
新たな循環型社会構築事業 1,378 万 9 千円
ごみ減量のモデル地区を拡大し、循環型社会の形成を目指します。

▲ サポートティーチャーを配置し、
学習活動などの支援を行います。

▲ 本市のねんりんピックでは、太
極拳交流大会を開催します。

▲ 地域の交流・学習の場として、総
合支所の充実を図ります。

▲ 分別収集の徹底、リサイクルの推進に
よりごみの減量・再資源化を図ります。

▲ 「湯の町山鹿を代表する顔」として
往時のさくら湯の姿を再生します。
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　平成 23 年度予算が、市議会３月定例会で成立しました。
　 一 般 会 計 予 算 額 は、299 億 5,700 万 円 で す。 ほ か の ９ 特 別 会 計 と
３企業会計の合計額は 531 億 8,813 万 1 千円です。
　このページでは、一般会計の歳入・歳出の内訳と市民 1 人あたりどのよ
うに使われるかをお知らせします。
　※市長説明（３ページ）の全文および予算書は、３月定例会議案として
情報プラザ（市役所１階ホール）でご覧いただけます。
　お問い合わせは財政課へ。（☎４３ ‐ １１１９）

★歳入（入ってくるお金）
　国や県の基準に基づき交付されたり、割
り当てられた収入 ( 依存財源 ) が 227 億
2,956 万 8 千円で、全体の 75.9％を占めて
います。
　主なものは、地方交付税、地方譲与税、国・
県支出金などです。
　市税など、市が自主的に収入することの
できる財源 ( 自主財源 ) は 72 億 2,743 万
2 千円で、全体の 24.1％です。そのほとん
どが市民の皆さんに納めていただく税金で
す。

★歳出（支払うお金）
　歳出を経費別に見ると、人件費、扶助費
(医療費、各種手当てなどに使われる経費)、
公債費 ( 借入金の返済 ) などの義務的経費
は、135 億 9,819 万 9 千 円 で、 全 体 の
45.4％を占めています。
　道路や施設整備等に使われる経費 ( 投資
的経費 ) は、50 億 4,138 万 2 千円で、全
体の 16.8％です。
　その他の経費には、物件費 ( 賃金・旅費・
備品購入費など )、補助費等 ( 各種団体へ
の補助金など )、繰出金 ( 特別会計への支
出 ) などがあり、全体の 37.8％を占めてい
ます。

地方交付税
   40.4％

市 債
13.8％

国庫支出金
　 11.2％

県支出金
   6.8％

 市 税
15.0％

0.3%

繰入金
 　3.5％

0.9%

75.9％

24.1％

｝

｝

寄附金
財産収入
繰越金

地方特例交付金　　　　　0.3％

株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
利子割交付金
ゴルフ場利用税交付金
交通安全対策特別交付金
自動車取得税交付金

使用料及び手数料　　　　1.2％
分担金及び負担金　　　　1.1％

地方譲与税　　　　　　　1.3％
地方消費税交付金　　　　1.8％

諸収入　　　　　　　　　2.4％
依

存

財

源

自
主

財
源

29,957,000 千円

人件費
16.0％

公債費
11.7％

扶助費
17.7％

普通建設事業費
　　16.7％

補助費等
12.4％

物件費
10.8％

繰出金
8.2％

災害復旧事業費　　　　　0.1％

維持補修費　　　　　　　0.9％
積立金・投資及び出資金　1.8％
貸付金　　　　　　　　　3.6％

予備費　　　　　　　　　0.1％

29,957,000 千円

投資的
経費
16.8％

義
　務

　的

　経

　費

そ

の
他
の
経
費

45.4％

37.8％

一般会計の歳出

「地域活性化・雇用等対策費」の創設により地方交付税が前年比 3 億円増一般会計の歳入

さくら湯再生、防災行政無線施設整備などにより普通建設事業費が前年比約20億円増

特集：平成２３年度予算

国民健康保険事業 75 億 6,021 万 3 千円 介護保険事業 60 億 2,707 万 9 千円
後期高齢者医療 6 億 4,818 万 6 千円 簡易水道事業 2 億 2,327 万 7 千円
農業集落排水事業 14 億 3,991 万 1 千円 財産区 (六郷、城北、稲田、稲田六郷) 2,199 万 8 千円

水道事業会計 8 億 4,071 万 2 千円 下水道事業会計 18 億 3,976 万 5 千円
病院事業会計 45 億 9,999 万円

■一般会計予算

■特別会計予算

■企業会計予算
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●お問い合わせ、申し込みは　山鹿市役所 秘書課　TEL ４３−１１１２

利用しませんか！
　　出前講座・市長と語ろう

　市では、市民の皆さんを対象に「出前講座」と「市長と語ろ
う」を実施します。
　「出前講座」は、市政を分かりやすく伝えたり、郷土の歴史、
文化や生活の知恵などを皆さんと一緒に学習します。
　関心ある市政情報など、聞いてみたいテーマを左ページのメ
ニューから選んで “ ご注文 ”ください。市の担当職員などが、
直接皆さんの所にお伺いしてお話しします。
　前年度は、市民団体や社会福祉団体などから、119 件の申
し込みがあり、延べ 4,501 人が受講。中でも、「ごみの分別・
リサイクルについて」「正しく理解しましょう！認知症」「家庭でで
きるリハビリ」などのテーマが多く利用されました。

　「市長と語ろう」は市政への提案や意見、要望を聞き、市
民の皆さんとの対話を通して相互に理解を深め、市政へ反
映していくため、市長が地域に出かけ意見交換を行います。
　市長が、直接皆さんのところにお伺いしてお話しします。
昼夜問わず伺いますので、どうぞ遠慮なくご利用ください。
　前年度は、行政区や市民団体から 7 件の申し込みがあり、
約 300 人が市長と意見交換を行いました。
　詳しくは秘書課までお問い合わせください。

出前講座申込方法
●実施日▷各年度の土日、祝日を除く日
● 申し込みできる人▷主として山鹿市内に在住、または通勤、通学しているおおむね 10 人以上の団体、

グループなどでお申し込みください。ただし、政治、宗教、営利目的の団体などについてはご遠慮
ください。

● 開催時間など▷原則として下記のとおりです。ただし都合により時間などについてご相談する場合
があります。

　・開催時間は１時間程度です。
　・ 開始時間は午前 10 時で、終了時間は遅くとも午後９時までです。
● 会場の手配など▷会場の手配や講座のお知らせ、当日の進行などは申込者側でお願いします。
● 講師料▷無料。ただし、講座によっては経費が別途必要になる場合があります。
● 申し込み方法▷出前講座メニューは左記のメニューから希望テーマを選んでください。
　 開催希望日の３週間前までには秘書課に直接おいでいただくか、電話または FAX で申し込

みください。

市長と語ろう申込方法
●実施日▷各年度の土日、祝日を除く日
● 申し込みできる人▷主として山鹿市内に在住、または通勤、通学しているおおむね 10 人以上

の団体、グループなどでお申し込みください。ただし、政治、宗教、営利目的の団体などについて
はご遠慮ください。

● 開催時間など▷原則として下記のとおりです。ただし都合により時間などについてご相談する場合
があります。

　・開催時間は２時間以内です。
　・ 開始時間は午前 10 時で、終了時間は遅くとも午後９時までです。
● 会場の手配など▷会場の手配や講座のお知らせ、当日の進行などは申込者側でお願いします。
● 申し込み方法▷開催希望日の１ヵ月前までには秘書課に直接おいでいただくか、電話で申し込みく

ださい。
※ 「市長と語ろう」は、行政に対する苦情や要望を受ける場ではございません。

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
伺
い
ま
す
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平成 23 年度　山鹿市出前講座メニュー
分野 No 講座名 担当課

市
民
の
く
ら
し

1 地域づくりについて 企画課
2 自主防災組織育成講座 総務課
3 交通安全講座 総務課
4 市民税について 税務課
5 固定資産税について 税務課
6 山鹿市の下水道について 下水道課
7 ごみの分別・リサイクルについて 環境課
8 景観まちづくりについて 都市計画課
9 都市計画について 都市計画課
10 消費生活相談出前講座 商工課
11 さくら湯再生について 観光課
12 観光振興の取組みについて 観光課
13 農業者年金制度について 農業委員会

市
民
の
福
祉
と
健
康

14 子どもの病気とその対応について 健康増進課
15 生活習慣病予防について 健康増進課
16 健康づくりのための食生活について 健康増進課

17 男女共同参画について（男女共同参画社会づくり、セクシュアルハラスメント・
ドメスティックバイオレンス） 企画課

18 糖尿病（DM）の予防・教育 病院（看護部）

19 家庭でできるリハビリ 病院（リハビリテーショ
ン科）

20 薬の基礎知識（午後の講座のみ） 病院（薬剤科）
21 はじめましょう！「いきいき介護予防」 介護保険課
22 正しく理解しましょう！「認知症」 介護保険課
23 みんなで支える「介護保険制度」と「サービス」について 介護保険課
24 障がい福祉について いきがい推進課
25 在宅高齢福祉について いきがい推進課

産
業

26 農家支援事業について（がんばる農業チャレンジ支援、農村集落活性化支援等） 農林振興課
27 鳥獣害被害防止について（防護柵、電気柵支援等） 農林振興課

教
育
・
文
化

28 人権文化のまちづくり講座 人権啓発課
29 教養講座「知る」を楽しむ山鹿の歴史 文化課
30 文化財の宝石箱！山鹿の文化財 文化課
31 弥生のすごい宝が眠っている方保田東原遺跡 文化課
32 全国に誇れる文化財山鹿の装飾古墳群 文化課
33 日本一の芝居小屋八千代座の歴史 文化課
34 本物の古代に触れる市立博物館とチブサン古墳（現地研修） 文化課

多くの質問が飛び交いました 認知症についてグループで話し合う生徒たち

山鹿女性ネットワークとの意見交換に伺いました
鹿北中学校に「正しく理解しましょう！認知症」について
出前しました
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市 議 会 ３ 月 定 例 会
　平成 23 年（第 2 回）市議会 3 月定例会は、3 月１日に開会し、3 月 18 日までの 18 日間の日程で開かれま
した。今議会では、条例、予算など議案 53 件（条例 9 件、予算 20 件、人事案件 16 件、その他 8 件）、報告 4
件および陳情１件を審議。さらに議員提出議案１件が追加上程され審議されました。その結果は次のとおりです。

◆◇　議　案　◇◆

■議案第４号　 専決処分の承認を求めることについて（平成22 年
度山鹿市一般会計補正予算（第8 号））　 …承認

■議案第５号　平成 22 年度山鹿市一般会計補正予算（第 9 号）
…可決

■議案第６号　 平成 22 年度山鹿市国民健康保険事業特別会計 
補正予算（第 3 号）　　　　　　　　　  …可決

■議案第７号　 平成 22 年度山鹿市老人保健事業特別会計補正 
予算（第 2 号）　　　　　　　　　　　  …可決

■議案第８号　 平成 22 年度山鹿市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第 1 号）　　　　　　　　　　  …可決

■議案第９号　 平 成 22 年 度 山 鹿 市 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計              
補正予算（第 5 号）　　　　　　　　　  …可決

■議案第 10 号　 平成 22 年度山鹿市病院事業会計補正予算（第   
3 号）　　　　　　　　　　　　　　　…可決

■議案第 11 号　山鹿市特別会計条例の一部を改正する条例
…可決

■議案第 12 号　 山鹿市農業集落多目的集会施設条例の一部を  
改正する条例　　　　　　　　　　　  …可決

■議案第 13 号　 山鹿市道路占用料徴収条例の一部を改正する  
条例　　　　　　　　　　　　　　　 …可決

■議案第 14 号　 山鹿市町並み景観保全地区における防火上の
措置等に関する条例　　　　　　　　  …可決

■議案第 15 号　 山鹿市水道事業の設置等に関する条例及び山  
鹿市水道事業給水条例の一部を改正する条例

…可決
■議案第 16 号　 山鹿市簡易水道事業給水条例の一部を改正す  

る条例　　　　　　　　　　　　　　 …可決
■議案第 17 号　 山鹿市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
…可決

■議案第 18 号　山鹿市職員定数条例の一部を改正する条例
…可決

■議案第 19 号　 山鹿市民医療センター使用料及び手数料条例の  
一部を改正する条例　　　　　　　　  …可決

■議案第 20 号　平成23年度山鹿市一般会計予算
…可決（多数）

■議案第 21 号　 平成23年度山鹿市国民健康保険事業特別会計
予算　　　　　　　　　　　　　　　 …可決

■議案第 22 号　平成23年度山鹿市後期高齢者医療特別会計予算
…可決

■議案第 23 号　 平成23年度山鹿市農業集落排水事業特別会計
予算　　　　　　　　　　　　　　　 …可決

■議案第 24 号　平成23年度山鹿市介護保険事業特別会計予算
…可決

■議案第 25 号　平成23年度山鹿市簡易水道事業特別会計予算
…可決

■議案第 26 号　平成23年度六郷財産区特別会計予算　 …可決

■議案第 27 号　平成23年度城北財産区特別会計予算　  …可決
■議案第 28 号　平成23年度稲田財産区特別会計予算　  …可決
■議案第 29 号　平成23年度稲田六郷財産区特別会計予算

…可決
■議案第 30 号　平成23年度山鹿市水道事業会計予算　  …可決
■議案第 31 号　平成23年度山鹿市病院事業会計予算　  …可決
■議案第 32 号　平成23年度山鹿市下水道事業会計予算  …可決
■議案第 33 号　財産の譲渡について　　　　　　　　　…可決
■議案第 34 号　財産の譲渡について　　　　　　　　　…可決
■議案第 35 号　財産の譲渡について　　　　　　　　　…可決
■議案第 36 号　財産の譲渡について　　　　　　　　　…可決
■議案第 37 号　財産の取得について　　　　　　　　　…可決
■議案第 38 号　山鹿市過疎地域自立促進計画の変更について

…可決
■議案第 39 号　市道路線の認定について　　　　　　　…可決
■議案第 40 号　市道路線の認定について　　　　　　　…可決
■議案第 41 号　教育委員会委員の任命について　　　　…同意
■議案第 42 号　公平委員会委員の選任について　　　　…同意
■議案第 43 号　六郷財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 44 号　六郷財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 45 号　六郷財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 46 号　六郷財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 47 号　六郷財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 48 号　六郷財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 49 号　六郷財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 50 号　稲田財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 51 号　稲田財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 52 号　稲田財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 53 号　稲田財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 54 号　稲田財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 55 号　稲田財産区管理委員の選任について　　…同意
■議案第 56 号　稲田財産区管理委員の選任について　　…同意

◆◇　報　告　◇◆

■報告第 1 号　専決処分の報告について　　　　　　　 …受理
■報告第 2 号　専決処分の報告について　　　　　　　 …受理
■報告第 3 号　専決処分の報告について　　　　　　　 …受理
■報告第 4 号　専決処分の報告について　　　　　　　 …受理

◆◇　陳　情　◇◆

■陳情第 8 号　 住宅の新築・リフォームに対する助成制度の創設を
求める陳情書　　　　　　　　　　　　 …採択

◆◇議員提出議案◇◆

■議員提出議案第 1 号　 山鹿市議会の議員の議員報酬、費用弁
償等に関する条例の一部を改正する条例

…可決
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    さくら湯よもやま話③

歴史編

道
後
温
泉
の
棟
梁
坂
本

又
八
郎
を
招
い
て
行
っ
た

明
治
三
十
一
年
の
大
改
修

「
明
治
の
大
改
修
」

　

明
治
二
十
九
年
、
山
鹿
と
九
州
鉄
道
（
植
木
駅
）
と
を
連
結

さ
せ
よ
う
と
山
鹿
鉄
道
株
式
会
社
が
発
足
し
、
山
鹿
町
政
財
界

の
期
待
が
に
わ
か
に
高
ま
り
、
山
鹿
鉄
道
が
完
成
す
れ
ば
浴
客

が
激
増
し
、
浴
場
の
狭
小
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
治

三
十
一
年
に
四
国
は
「
道
後
温
泉
」
の
大
工
（
棟
梁
）
坂
本
又

八
郎
氏
を
招
き
、
そ
の
設
計
に
よ
っ
て
大
改
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
明
治
三
十
一
年
七
月
起
工
、
翌
三
十
二
年
七
月
完
成
）

　

改
修
の
主
な
点
は
、「
松
風
館
」（
二
階
建
て
の
休
憩
所
）
を

新
築
し
、
従
来
の
「
龍
の
湯
」、「
御
次
の
湯
」
の
棟
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
、
新

た
に
「
松
の
湯
」

を
つ
く
り
、「
松

の
湯
」（
一
等
）、

「
紅
葉
湯
」（
二

等
）、「
桜
湯
」（
三

等
）
と
し
ま
し

た
。（「
梅
の
湯
」

が
あ
っ
た
と

い
う
記
述
も
あ

る
。）「
龍
の
湯
」

は
、
平
時
は
閉

じ
ら
れ
、
貴
賓

来
湯
の
時
な
ど

に
開
湯
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の

と
き
桜
湯
の
浴

室
も
拡
張
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、そ
の
拡
張
に
伴
っ

て
、
北
側
に
「
唐
破
風
」
の
玄
関
と
更
衣
室
の
棟
が
追
加
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
明
治
三
十
一
年
の
大
改
修
時
に
拡
張
さ
れ
た
桜
湯
浴
室

が
、
そ
の
後
の
浴
室
内
部
の
基
本
的
な
空
間
構
成
「
南
北
に
長

く
広
が
る
空
間
」
が
で
き
る
呼
び
水
と
な
り
ま
し
た
。

（
山
鹿
市
史
な
ど
か
ら
抜
粋
）

「
松
風
館
」

　

松
風
館
は
、
当
時
富
貴
な
人
た
ち
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
会

議
場
・
宴
会
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
築
ま
も
な
い

明
治
三
十
五
年
に
は
火
災
に
よ
り
焼
失
し
、
明
治
四
十
年
ま
で

に
は
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
九
年
に
は
、
松
風
館
の
跡
地
に
洗
心
閣
（
三

階
建
）
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
山
鹿
市
史
な
ど
か
ら
抜
粋
）

明治三十三年以降のさくら湯 ( 南側 )

思い出編
　
私
を
育
て
た

 「
さ
く
ら
湯
」

　

江
上　

弘
子 

さ
ん

　
（
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
）

山鹿温泉のシンボル「さくら湯」の再生事業にあわせ、
「さくら湯」の歴史と思い出を連載します。

松風館 ( 南側 )

左手手前がさくら湯建物。後の唐破風付きの玄関棟は見られない。
中央奥に松風館。龍の湯の棟の横に松の湯の屋根の一部が見える。

　

山
鹿
と
言
え
ば
温
泉
、温
泉
と
言
え
ば「
さ
く
ら
湯
」。私
に
と
っ

て
は
連
想
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
出
て
く
る
言
葉
で
す
。

　

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
は
母
親
と
、
中
学
生
に
な
る
と
近
所
の
友

達
と
、
高
校
生
に
な
る
と
新
し
く
で
き
た
友
達
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に

何
も
か
も
分
か
り
合
え
た
裸
の
付
き
合
い
。
時
間
の
た
つ
の
も
忘

れ
て
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
だ
、
大
事
な
大
事
な
場
所
で
し
た
。

　

小
さ
い
こ
ろ
、「
さ
く
ら
湯
」
は
、
唯
一
大
人
と
一
緒
に
な
れ

る
社
交
場
で
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
騒
い
で
、
大
人
の
人
た
ち

か
ら
、
よ
く
注
意
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
が
大
人

に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
マ
ナ
ー
を
教
え
る
立
場
に
な
り
、
社

会
教
育
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
も
ま
だ
な
い
時
代
、外
で
遊
び
疲
れ
て
我
が
家
へ
帰
り
、

そ
れ
か
ら
温
泉
に
行
く
の
が
、
当
た
り
前
の
日
課
で
し
た
。

こ
う
し
て
思
い
出
を
書
い
て
い
る
と
、
今
の
便
利
さ
よ
り
、
不
思

議
と
あ
の
こ
ろ
の
不
便
さ
の
ほ
う
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
の

は
何
故
だ
ろ
う
・
・
・
。
そ
の
答
え
は
、
ま
た
「
さ
く
ら
湯
」
が

山
鹿
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
近
々
建
つ
と
い
う
喜
び
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、「
さ
く
ら
湯
」
を
再
生
す
る
た
め
の
基
本
構
想
案
を
つ

く
る
委
員
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
委
員
さ
ん
た
ち
そ

れ
ぞ
れ
が
熱
い
思
い
を
持
た
れ
て
い
て
、
会
議
は
毎
回
激
論
。
一

時
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
皆
さ
ん

が
前
向
き
で
、
構
想
案
も
ま
と
ま
り
、「
ほ
っ
」
と
し
た
こ
と
も
、

「
さ
く
ら
湯
」
の
思
い
出
の
ひ
と
つ
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

九
州
の
名
湯
、
日
本
一
の
温
泉
と
し
て
「
さ
く
ら
湯
」
が
再
建

さ
れ
、
百
年
先
を
見
据
え
た
立
派
な
市
民
の
温
泉
と
な
り
、
全
市

民
が
誇
り
に
思
え
る
日
が
目
の
前
に
き
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
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　ＪR 博多駅と山鹿・平山温泉を結ぶ会員制直行バス「よへほ号」
の運行が始まりました。この日は、運行を記念して福岡からの始発
便を山鹿・平山温泉の各降場で観光協会や女将会のメンバーが、
出迎えました。
　山鹿温泉では中嶋憲正市長が「山鹿に来ていただきありがとう
ございます。よへほ号を利用して、四季折々の山鹿を楽しんでくだ
さい」と歓迎しました。
　平山温泉では、同温泉女将の会内藤ゆかり会長が「山鹿は、
日輪寺のツツジや山鹿灯籠まつりなど四季折 を々楽しめます。直行
バスで山鹿をもっともっと身近に感じて気軽においでください」と
歓迎のあいさつ。浴衣姿の灯籠娘が記念品として、いきなり団子
やよもぎ団子を全員に配りました。
詳しくは「山鹿温泉観光協会　☎ 43-2952」まで。

福岡市の天神でも直行バスの PR出迎えた灯籠娘と記念撮影をするバス利用者

　オムロンハンドボール部山鹿後援会（中嶋憲正会長）が、
カルチャースポーツセンターで記念植樹を行いました。
　後援会は昭和 56 年 2 月に発足。今年は 30 年の節目を迎え
ることから、発足 30 周年の記念と日ごろの活動の一環として
実施したものです。
　平成 20 年には全日本総合選手権、日本リーグなど四冠達成
を記念して実施されていて、2 回目の開催となったこの日は、
ハンドボール部員 20 人も参加し、カンヒザクラの苗 15 本を
手際よく植えていました。
　四冠奪回を目指して、選手の皆さんの活躍を期待しています。

今月のナイスショット

街角ぐるっとナビ 
身近な話題、情報をお寄せください！
秘書課広聴広報係　☎４３ ‐ １１１２

四冠達成の花を咲かせましょう
…山鹿後援会発足 30 周年記念植樹　　　　　 　３月 12 日

よへほ号で山鹿・平山に遊びにおいで　
…福岡～山鹿・平山温泉直行バス運行記念歓迎式典 ４月 16 日

四冠達成の願いを込めて植樹しました。
左から久野葵選手、寺崎勇児相談役、中嶋会長、巻加理奈選手

式典で中嶋市長から歓迎を受けるバス利用者
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

今年も 35,000 株のツツジが鮮
やかに咲きました　　 4 月 13 日
　ツツジの名所の日輪寺公園でつつ
じ祭りが開かれ、式典で祭りの安全と
成功を祈願しました。
　来園者はサクラの花びらが風に舞
う中、色鮮やかなツツジとサクラの競
演を楽しんでいました。

平成23年度山鹿市消防団辞令交付式
４月５日

　山鹿市消防団幹部の辞令交付式が
広域消防本部で行われました。中嶋
憲正市長が若杉俊英団長に辞令を交
付。若杉団長から消防団幹部に辞令
が渡されました。（平成 23 年度の山
鹿市消防団は若杉団長以下 2,246 人）

山鹿の魅力満載　市内の史跡や名
所のマップが完成　  　 ３月 29日
　山鹿市商工会が鹿本商工高校と共
同で「山鹿歴史観光八十八ヶ所巡り」
を製作しました。マップは生徒たちが
鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央地域ごとに、
地図やイラストを手書きで作成。商工
会会員事業所などで配布しています。

大自然の宝庫・岳間渓谷をぐるっ
と 10 キロウォーク　   3 月 27日
　第 4 回岳間渓谷ぐるっとウォークがあ
り、遠くは佐賀県などから 340 人が参
加しました。多久神社や岳間渓谷など
をめぐりながら、地元の人がふるまった
シシ鍋やおしるこ、鹿北茶を味わいお
腹も心も満足の様子でした。

第 16 回あんずの丘マラソン大会
３月 21日

　過去最多の約1,900 人が参加して、
恒例のあんずの丘マラソンが行われま
した。見ごろを迎えたあんずの花を楽
しみながら、参加者は1.5・3・5・10㎞の
コースを走り、ゴール後は、だんご汁で
冷えた体を温めました。

正六位旭日双光章（地方自治功労）
故隈部　弘正さん　　上永野（菊鹿）
　多年にわたり地方自治の進展に尽
力し、旧菊鹿町議会議員、旧菊鹿町
長を歴任。円滑な議会運営を推進し、
強い政治信念を持って、産業、教育、
文化、福祉の向上などまちの発展に
多大な貢献をされました。

　平成 22 年度山鹿市空手道連盟合同講習会が、山鹿
市総合体育館であり、５道場から約 50 人が参加しました。

「日本を代表する指導者が山鹿にいる。しっかりと学び、
山鹿市全体の技術を上げたい」と平本秀秋会長。昨年
12 月に 11 人しか合格しないという難関を突破し、㈶全
日本空手道連盟公認七段位を取得した阪梨健さん（空
手道場二法館館長・日本体育協会公認空手道コーチ）
が形「観

か ん く う し ょ う

空小」を指導しました。正しい技と意味を実技
を交えて教えた阪梨さんは、「空手の稽

け い こ

古は厳しいが、
続けることであらゆる困難を乗り越える精神力を身につけ
てほしい。そして、礼儀を重んじる人､ 何ごとにも感謝
の気持ちを忘れない人になってほしい」と話していました。

指導をする阪梨さん自身も小学 1 年生から始めた

日本の伝統文化「空手道」を広めたい
…山鹿市空手道連盟合同講習会　　　　３月 28 日

　山鹿市下吉田地区の住民が県産業廃棄物協会城北
支部、県山鹿保健所、市環境課の協力を得て、同地
区の民有林に不法投棄されたごみの撤去作業を行い
ました。
　地区の住民や関係者約 50 人が市道沿いの山林に
入り、大量の空き缶やガラス瓶、建築資材、タイヤ、
冷蔵庫などの不法投棄物を２トントラック５台分取
り除きました。
　また、山鹿市平山内野地区でも城北支部の会員が
撤去作業を行い、３トントラック２台分の不法投棄
物を取り除きました。

不法投棄は絶対ダメ
…不法投棄物撤去作業　　　　　　　　３月 20 日

大量に不法投棄された廃棄物を撤去（下吉田地区）
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ようこそ、市長室へ。市長室には、受賞報告や活動報告、
表彰式など多くの皆さんが訪問されます。その中から毎月１組を
紹介します。

出会いの輪

前列左から田中悠理生徒会会長、塩田京介くん、中嶋市長、塚本
明日香さん、高野碧さん、堀田浩一郎校長
後列左から今本みゆき教諭、虎口真斗合唱部部長、北井千晴さん、
富士木紗季さん、大塚武秀教諭

　３月 29 日に山鹿中学校（堀田浩一郎校長　生徒数
747 人）の合唱部、吹奏楽部、生徒会の代表が中嶋
憲正市長に、「東日本大震災で被災した人たちのため
に役に立ててください」と、義援金を託しました。
　合唱部は、福島県で毎年開かれる声楽アンサン
ブルコンテスト全国大会に熊本県代表として３年
連続で出場予定でしたが、震災で中止になりまし
た。部員たちは「今、被災者のために自分たちに
何ができるか」を考え、３月 19 日に湯の端公園で
合唱部 22 人と吹奏楽部 10 人が参加して、チャリ
ティーコンサートを開きました。
　生徒会のボランティア 40 人も協力して、会場で
募金を呼び掛けました。また、熊本市内でも同様
のコンサートと募金活動を行いました。

今、被災者のために自分たちにできること　

優
勝
お
め
で
と
う
。
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
大
会
応
援
に
い
き
ま
し
た

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
応
援
団　

　

Ｔ
Ｋ
Ｕ
旗
争
奪
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

で
山
鹿
の
選
手
を
擁
す
る
チ
ー
ム
が
男

女
と
も
決
勝
に
す
す
ん
だ
と
聞
き
、
応

援
に
行
き
ま
し
た
。

　

男
子
チ
ー
ム
の
「
山
鹿
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
メ
ジ
ャ
ー
化
ク
ラ
ブ
」
は
、
今
春
卒

業
し
た
高
校
３
年
生
の
チ
ー
ム
で
、
県

内
の
各
高
校
か
ら
集
ま
っ
た
今
大
会
限

り
の
混
成
チ
ー
ム
と
の
こ
と
。
そ
の
な

か
に
は
山
鹿
出
身
の
子
ど
も
た
ち
も
い

て
、
シ
ュ
ー
ト
に
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
と

頑
張
り
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム
は
強
豪

チ
ー
ム
を
次
々
と
撃
破
す
る
快
進
撃
で

決
勝
ま
で
す
す
み
、
決
勝
戦
で
は
実
業

団
の
ホ
ン
ダ
熊
本
と
対
戦
。
敗
れ
は
し

た
も
の
の
も
高
校
生
ら
し
い
は
つ
ら
つ

と
し
た
プ
レ
ー
で
観
衆
を
沸
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

女
子
は
、
山
鹿
中
Ｏ
Ｇ
を
中
心
と
し

た
チ
ー
ム
が
、
宇
土
市
の
強
豪
チ
ー
ム

を
接
戦
の
末
に
下
し
、
見
事
初
優
勝
し

ま
し
た
。

　

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
同
様
で
す
が
、
地

元
の
子
ど
も
た
ち
や
地
元
の
選
手
が
活

躍
し
て
い
る
こ
と
が
新
聞
に
載
っ
た
り

す
る
と
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。
選
手
で

な
い
私
た
ち
に
と
っ
て
も
励
み
に
な
り

ま
す
ね
。

　

優
勝
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
応
援
し
ま
す
。

楽
し
み
ま
せ
ん
か
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
。
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん

●
Ｈ
Ｃ
や
ま
が　

　

山
鹿
市
で
は
、
オ
ム
ロ
ン
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
小
学
校

や
中
学
校
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
定
着

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
部
活
が
な
い
学

校
で
も
、
毎
年
オ
ム
ロ
ン
女
子
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
が
市
内
の
小
学
校
を
巡

回
し
、
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
特
に

子
ど
も
た
ち
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
触

れ
る
機
会
が
増
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
せ
っ
か
く
、
小
中
高
の

授
業
や
部
活
で
経
験
し
て
も
、
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
継
続
す
る
環
境
が

な
い
た
め
、
貴
重
な
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

人
口
が
、
ひ
と
り
消
え
…
ふ
た
り
消

え
…
。

　

そ
ん
な
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、

経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
、
幅
広
い
年

齢
層
で
の
普
及
を
目
指
し
、
昨
年
度
、

県
民
体
育
大
会
に
出
場
し
た
山
鹿
在

住
の
有
志
を
中
心
に
実
業
団
の
オ
ム

ロ
ン
と
は
別
に
、
地
元
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
と
し
て
、
新
た
に
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
を
結
成
、
昨
年
度
「
Ｈ
Ｃ

や
ま
が
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

経
験
者
か
ら
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
初
め

て
と
い
う
人
ま
で
10
数
人
程
度
で
活

動
を
展
開
中
で
す
。

　

今
後
は
、
県
協
会
に
登
録
し
て
、

大
会
に
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
た
く

さ
ん
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
興

味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
、
練
習
会
場
に
直

接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

”
Ｌ
Ｅ
Ｔ
’
Ｓ　

Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
！

　
　
　

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
！
！
”

※
練
習
日　

毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
〜

　
　
　
　

変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す

※
場
所　

オ
ム
ロ
ン
鹿
陽
セ
ン
タ
ー
他

一
緒
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を

し
ま
し
ょ
う
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山鹿ＦＣＪクラブ、新入部員募集
　年中から小学 6 年生まで、毎週楽しくサッカーをしている山鹿市サッカークラ
ブ、山鹿ＦＣＪです。私たちのクラブの特徴は、各学年に経験豊富な指導者がそろっ
ていて、指導者全員が子どもたちのためにボランティアで指導していることです。
指導者、子ども、保護者みんな家族みたいな感じです。随時、入部を受け付けて
います。まずは、見学に来てみませんか ? クラブの雰囲気、楽しさが分かってい
ただけると思います。
■Ｕ 12（4 年〜 6 年）
火曜日、木曜日　
午前 9 時 30 分〜お昼 12 時
カルチャーグラウンド
月会費　6000 円
■Ｕ 9（年中〜 3 年）
土曜日　午前 9 時 30 分〜お昼 12 時
カルチャーグラウンド・山鹿湯ノ瀬川公園
月会費　2500 円 ~3500 円
大会参加はすべて会費でまかなわれます。
連絡先　Ｕ 12 鮎川☎ 090-9486-8177
　　　　Ｕ 9   堤   ☎ 090-1344-2196

●すくすく倶楽部、みんなの広場に
掲載を希望の人は、写真とメッ
セージ（生年月日など）、原稿を山
鹿市役所秘書課まで郵送またはご
持参ください。
●誌面の都合で掲載を調整する場合
があります。

歴
史
あ
る
山
鹿
市
・
山
鹿
温
泉
の

資
料
を
差
し
上
げ
ま
す

●
山
鹿
市
文
化
課
保
護
協
力
員　

児
玉
徳
夫　

「
山
鹿
市
・
山
鹿
温
泉
の
歴
史
（
関
係

資
料
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。
50
ペ
ー

ジ
の
資
料
は
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
資
料
を
ほ
し
い
人
に
は
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

☎
44-

２
５
５
３

応募時に３歳までのお子さんを
紹介するコーナーです

　つつみ　　ゆうと

堤　悠翔ちゃん
（H19.4.27 生まれ）

中央通（山鹿市）

♡メッセージ
鹿北と山鹿のじいちゃん、ばあちゃん、また遊びに行くね！！

　   くぼた　　　　はると

久保田　陽斗ちゃん
（H21.3.7 生まれ）

津留（山鹿市）

♡メッセージ
元気に育ってね！

すくすく
倶楽部

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
公
演
を
　

終
え
て

●
山
鹿
子
ど
も
劇
場　

　

3
月
28
日
に
八
千
代
座
で
山
鹿
子

ど
も
劇
場
35
周
年
特
別
例
会
ひ
と
み
座

に
よ
る
人
形
芝
居「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」

公
演
を
行
い
ま
し
た
。
昼
・
夜
合
わ
せ

て
約
８
０
０
人
の
方
々
に
き
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
多
数
の
ご
来
場
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
!!

　
　
　
　
　
　
　
●
あ
じ
さ
い
会　

　

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
楽
し
く

ギ
タ
ー
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日

　　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
所　

大
道
公
民
館

●
内
容　

童
謡
・
唱
歌
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・

　　
　
　

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☎
44-

３
９
８
０

　つつみ　　たくと

堤　逞翔ちゃん
（H22.6.19 生まれ）

中央通（山鹿市）
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肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　
四
月
作
品

あ
れ
こ
れ
と
思
ひ
巡
ら
せ
楽
し
め
り
あ
へ
て
開
か
ず
の
孫
の
性
別　
　
　
　
　
　
　

鹿
子
木
泰
子

氷
点
下
霜
柱
踏
め
ば
さ
く
さ
く
と
く
づ
る
る
音
に
身
の
引
き
締
ま
る　
　
　
　
　
　

平
野　
　

妙

咲
き
満
ち
し
花
の
下
ゆ
く
吾
が
肩
に
散
れ
よ
散
れ
散
れ
万ま

ん
だ朶

の
桜　
　
　
　
　
　
　

皆
本　

幸
子

鹿
北
短
歌
会　

翡か
わ
せ
み翠

に
逢
は
む
と
待
て
ば
さ
ざ
波
の
か
な
ず
る
ご
と
し
早そ

う
し
ゅ
ん
ふ

春
賦
の
う
た　
　
　
　
　

徳
永　

則
子

暮
れ
に
生
け
し
固
き
蕾
の
バ
ラ
の
花
新
春
祝ほ

す
ご
と
紅
ふ
く
ら
め
り　
　
　
　
　
　

西
牟
田
節
代

頬
凍い

つ
る
吊
橋
渡
れ
ば
雪
ま
じ
る
風
に
川
原
の
枯
葦
が
鳴
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
熊
喜
美
子

鹿
本
町
短
歌
会　

三
月
歌
会

春
雨
は
木
垂
る
る
末う

れ

に
膨
ら
み
て
芽
生
え
誘
い
大
地
に
帰
る　
　

  　
　
　
　
　
　

立
山　

徳
明

足
早
や
に
春
は
来
た
れ
り
こ
の
庭
に
慌
て
解
る
る
ミ
モ
ザ
黄
の
色　
　
　
　
　
　
　

今
村
久
美
子

水
牛
車
三
味
の
歌
聞
き
島
渡
る
青
海
原
の
石
垣
の
旅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
町
千
鶴
子

菊
鹿
短
歌
会　

三
月
作
品

ふ
る
さ
と
の
山
鹿
う
た
び
と
一
人
の
ひ
と
生よ

の
こ
と
も
お
ぼ
ろ
に
見
え
て　
　

中
原
ち
え
子

苦
労
せ
し
こ
と
は
過
ぎ
た
る
夢
と
捨
て
今
の
幸
せ
の
み
語
り
ゆ
く　
　
　
　
　

坂
口
し
ず
み

遺
骨
な
き
父
の
墓
前
に
詣
づ
れ
ば
終
戦
は
る
か
我わ

も
幼
な
か
り　
　
　
　
　

富
田　

龍
子

石
人
短
歌
会　

三
月
例
会

富
田
豊
子
選

福
は
内
ゆ
き
処
無
き
鬼
も
来
よ
窓
開
け
て
お
く
節
分
の
宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
木　

芳
子

伸
び
過
ぎ
し
梅
の
古
木
を
剪
り
て
ゆ
く
風
凜
凜
と
身
ぬ
ち
透
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

横
手　
　

淑

盆
梅
の
香
り
漂
ふ
玄
関
に
初
寄
り
の
客
し
ば
し
佇
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
森　

京
子

鹿
央
短
歌
会　

三
月
作
品

透
き
と
お
る
海
は
静
か
で
青
々
と
菜
の
花
水
仙
道
辺
に
や
さ
し
く　
　
　
　
　
　
　

木
下
志
摩
子

ク
ロ
ッ
カ
ス
可
愛
い
黄
色
の
口
開
き
も
う
春
で
す
よ
と
庭
の
隅
か
ら　
　
　
　
　
　

竹
原　

黎
子

氷
雨
降
る
寒
さ
に
負
け
ず
紅
梅
の
二
輪
咲
き
初
む
春
の
足
音　
　
　
　
　
　
　
　

木
下　

精
子

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

二
月
例
会

互
選
句　
　

諦
め
た　

と
て
も
釣
り
あ
う
縁
じ
ゃ
な
か

　

古
賀　

楽
居

諦
め
た　

先
行
見
え
ん
こ
の
政
治

　

荒
平　
　

峠

諦
め
た　

禁
煙
の
紙
も
う
い
ら
ん

　
　

島
北　

鎌
岳

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

三
月
例
会

長
瀬
狂
介
選

三
度
目　

懲
り
ん
変
わ
ら
ん
改
め
ん

荒
木　

洋
佑

予
約
し
て　

三
分
間
の
聴
診
器宮

本　

て
つ
哉

春
一
番　

ハ
ウ
ス
の
有
る
と
気
の
抜
け
ん

長
野　

お
節

日
本
中　

温
泉
ラ
リ
ー
し
て
み
ゅ
う
か

鳥
巣
万
年
青

締
め
切
っ
て　

親
も
入
れ
な
い
引
き
こ
も
り

木
村　

圭
吾

荻
正
好
選

ど
っ
ち
み
ち　

我
が
家
は
媽か

か

が
き
め
た
如
つ

立
山　

連
峰

日
本
中　

ど
こ
そ
こ
何
か
狂
っ
と
る

稗
田　
　

恵

春
一
番　

梅
に
鴬
春
近
し

田
木　

京
花

締
め
切
っ
て　

何
し
よ
る
ど
か
開
け
る
ば
い

中
川　
　

幸

三
度
目　

貰
ろ
た
瘤
付
き
ゃ
福
の
神

渡
辺　

一
久

　
　
　
　
　

鹿
本
俳
句
教
室　

 

三
月
例
会

利
光
釈
朗
選

力
強
く
門
出
の
誓
い
卒
業
す　

小
島　
　

稔

啓け
い
ち
つ蟄

や
早
く
畑
に
出
向
か
ね
ば

福
島　

幸
代

母
の
里
遊
び
し
頃
の
桜
餅

渡
辺　
　

久

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

 

う
と
う
と
と
夢
も
ま
ど
ろ
む
春
炬
燵

　

村
上　

和
代

学
生
や
新
た
な
旅
出
髪
い
じ
り

富
士
木
勇
人

旅
立
つ
日
思
い
こ
み
上
げ
卒
業
歌鬼

塚　

典
和

山
鹿
俳
句
会　

三
月
例
会

岩
岡
中
正
選

咲
き
満
ち
て
梅
に
寒
の
残
り
け
り　

　
　
　

近
藤　

律
子

葱
き
ざ
む
音
に
リ
ズ
ム
の
生
れ
け
り

　
　
　

森
川　

幸
恵

青
空
を
見
上
げ
て
の
ぞ
む
大
試
験　

　
　
　

本
田　

孝
子

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

椎
茸
の
こ
ま
木
打
つ
音
谺
し
ぬ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

睦
美

火
渡
り
の
彼
岸
の
行
者
相
良
寺　

　
　
　

内
古
閑
ひ
と
み

春
う
ら
ら
一
匙さ

じ

づ
つ
の
離
乳
食　

𠮷
里
千
鶴
子
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新着図書ピックアップ

金子みすゞ　み仏への祈り
詩と詩論研究会編　勉誠出版

　震災により多くの心が傷ついて
いる今、ＣＭで流れた金子みすゞ
の「こだまでしょうか」が人々の
心に大きな反響をおこしています。
その金子みすゞの最新刊をお届け
します。

　2011 年 3 月 11 日の東日本大震災
の被害を聞いて、全世界から祈りのメッ
セージが届いています。海外からの応
援メッセージを被災地に届け、被災地
の声を全国・海外に届ける使命を持っ
たこの本を皆さんにお届けします。

PRAY FOR JAPAN-3.11世界中が祈り
はじめた日　　prayforjapan.Jp 編集

《今月は鹿本図書館から》

寝る前に読んでください。　Vol.2
佐藤光浩／著　アルファポリス

催しスケジュール
中央公民館図書室
・おはなし会
　日時▷５月25日㈬　午後２時30分から
鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷�５月７日㈯・14日㈯・21日㈯
　　　　　  28日㈯　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷５月10日㈫・17日㈫・24日㈫
　　　　　　　　 　午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷５月10日㈫・17日㈫・24日㈫
　　　　　 　　　　午前10時45分から

今月の休館日
中央公民館図書室
　▷５月30日㈪
鹿本図書館
　▷５月２日㈪〜５日㈷・９日㈪・16日㈪
　　　  23日㈪・30日㈪・31日㈫
鹿北公民館図書室
　▷年末・年始
　　毎週土・日曜と祝日の午後５時以降
　　（月〜金は午後８時まで開館）
菊鹿公民館図書室
　▷年末・年始
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝日

問い合わせ先
中央公民館図書室　　☎ 43 ｰ 1101
鹿本図書館　　　　　☎ 46 ｰ 1310
鹿北公民館図書室　　☎ 32 ｰ 2059
菊鹿公民館図書室　　☎ 48 ｰ 3115
鹿央公民館図書室　　☎ 36 ｰ 2183

蔵書場所の省略表記
��鹿本図書館　　　　【鹿本】　　中央公民館図書室　【中央】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

　家族のあたたかな愛情、子どもた
ちの小さな勇気、動物たちの健気な
姿、偶然がもたらした奇跡。こころ
がふと安らぎ、やさしい気持ちにな
れる物語の数々を収録してある1冊。
今夜ぐっすり眠りたいあなたに ･･･。

【鹿本】 【鹿本】 【鹿本】

⃞▶岩井尚子　個展
　 　光りと風のシンフォニー　
　　 油彩画を中心に描いています。
　　 前期　5 月  2 日㈪〜 14 日㈯まで　
⃞▶城北の写真愛好家 4 人展
　 　内田　真治（熊本市）・ 野中　武紀（山鹿市）
　　 久米　文子（菊池市）・ 松尾　　薫（山鹿市）　
　　 後期　5 月 16 日㈪〜 31 日㈫まで
問パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）☎ 44-4835
　時間　11：30 〜 21：00（日曜日定休）
　（最終日はそれぞれ 15：00 まで）

⃞▶第 3 回山鹿・湯の端美術展『絵画』
　  豊永幸雄・光安竜男の作品を展示します。
　　期間　5 月１日㈰〜 5 日㈷まで
　　時間　10：00 〜 17：00（最終日 16：00 まで）
　　場所　山鹿豊前街道界隈（13 ヵ所）
　　内容　�古民家や蔵跡に絵画を展示し、町並みととも

に作品を楽しむ美術展
⃞▶阿蘇・久木野窯陶展　練り込みと染め付けの器
　　水彩画を中心に風景、静物などを展示します。
　　期間　5 月１4 日㈯〜 30 日㈪まで（火曜定休日）
　　時間　11：00 〜 17：00（最終日 16：00 まで）
　　場所　古民家ギャラリー　百花堂
　　内容　夫婦 2 人展（作品は約 100 点）
問古民家ギャラリー　百花堂　☎ 080 ‐ 6426 ‐ 4519  

⃞▶和紙ちぎり絵展
　 　鹿本町在住の、山野敬子さん他メンバーの作品展
　　 期間　5 月  6 日㈮〜 31 日㈫まで　
　　 時間　午前 9 時から午後 6 時まで　
        場所　平小城ふれあい広場
問平小城温泉観光協会内　☎ 44-0522（石井）
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「
倉
ノ
尾
の
殿
様
」
と
し

て
知
ら
れ
る
小お

の野
彦ひ

こ
じ
ろ
う

次
郎

宇う

じ治
兼か

ね
ま
さ将
は
、
現
在
の
鹿
央

町
梅
木
谷
（
旧
山
本
郡
長
福

寺
村
）
の
倉
ノ
尾
に
住
ん
で

い
た
細
川
藩
の
郷
士
で
、
霜

野
地
域
の
歴
史
を
記
し
た

『
霜し

も
の野
来ら

い

ゆ

き

由
記
』
を
書
い
た

学
者
だ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

伝
承
に
よ
る
と
小
野
氏
の

一
族
は
今
か
ら
四
百
年
あ
ま
り
前
の
関
ヶ
原
の
戦
い（
一
六
〇
〇
年
）

で
西
軍
に
加
わ
り
、敗
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
に
敗
れ
た
た
め
、

兼
将
の
父
親
た
ち
は
大
変
な
事
に
な
っ
た
と
涙
を
こ
ら
え
、
兼
将
と

そ
の
弟
に
「
細
川
は
勝
っ
た
。
細
川
に
頼
れ
ば
生
延
び
る
事
が
出
来

る
」
と
言
い
、
兼
将
兄
弟
を
お
供
の
武
士
と
一
緒
に
滋
賀
の
山
中
に

逃
げ
延
び
さ
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
兼
将
た
ち
は
、
追
っ
手
か

ら
逃
れ
る
た
め
、
転
々
と
廻
り
暮
ら
し
な
が
ら
身
を
潜
め
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

一
説
に
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
残
党
狩
り
は
三
代
将
軍
（
徳
川
家

光
）
の
時
代
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
細
川
氏
が
小

倉
城
に
い
る
の
を
知
っ
た
兼
将
兄
弟
は
お
供
の
武
士
と
一
緒
に
細
川

氏
を
頼
り
、大
宰
府
で
始
め
て
勉
学
を
学
ん
だ
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

一
六
三
二
年
、
細
川
忠
利
公
が
肥
後
藩
主
（
五
十
四
万
石
）
と
し

て
熊
本
城
に
入
城
さ
れ
た
の
で
、
兼
将
た
ち
は
大
宰
府
か
ら
船
で
高

　

今
回
は
天
井
広
告
画
に
か
か
っ
た
経
費
な
ど
の
話
で
す
。『
建

築
計
算
報
告
書
』
の
支
出
で
は
「
広
告
召し

ょ
う
し
ゅ
う集

外
一
式
」
は

７
３
８
円
5
銭
5
厘
と
記
録
さ
れ
、『
決
算
仕
分
帳
』
に
詳
細
な

内
訳
が
出
て
い
ま
す
。
広
告
を
募
集
し
て
、
看
板
を
製
作
し
、
広

告
画
や
文
字
を
書
い
て
、天
井
と
欄ら

ん
ま間

に
張
る
ま
で
の
総
経
費
は
、

４
月
号
で
紹
介
し
た
収
入
額
（
１
、５
６
１
円
50
銭
）
の
半
分
弱

で
し
た
。
利
益
は
５
割
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に「
天

井
広
告
募
集
之
為
温
泉
へ
広
告
」
は
1
円
68
銭
で
し
た
。

　

で
は
、
広
告
看
板
を
作
っ
た
り
、
画
を
描
い
た
り
し
た
の
は
ど

ん
な
人
た
ち
で
、
請

負
っ
た
金
額
は
い
く

ら
だ
っ
た
の
か
、
知

り
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

設
計
者
で
八
千
代

座
取
締
、
木
村
亀
太

郎
の
孫
で
あ
る
故
田

中
祐
一
郎
さ
ん
宅
に

見
積
書
と
契
約
書
が

残
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
見
積
書
の
１
枚

に
は
「
天
井
看
板
は

布
張
り
で
６
円
」、

硝が
ら
す子

看
板
（
欄
間
）

は
「
漆う

る
し
ぬ
り塗

り
額
縁
一

�

十
五�

、����

広
告
画
と
山
鹿
の

　
　
　
　
　
　
日
本
画
の
系
譜

連載第 66 回
「倉ノ尾の殿様」の墓

八千代座天井広告原画

枚
硝
子
で
13
円
」
と
あ
り
、
天
井
と
欄
間
で
は
製
作
費
に
2
倍
の

差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
見
積
者
の
名
前
は
山
鹿
町
、

浦
田
湖
月
と
達
筆
な
字
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

契
約
書
で
は
合
天
井
新
調
64
枚
分
、１
枚
６
円
で
計
３
８
４
円
、

欄
間
新
調
21
枚
、
１
枚
13
円
で
２
７
３
円
、
合
計
６
５
７
円
で
発

注
さ
れ
、
委
託
人
は
木
村
亀
太
郎
、
請
負
業
者
は
共
同
で
、
熊
本

市
細
工
町
の
上
田
初
平
と
鹿
本
郡
山
鹿
町
山
鹿
の
浦
田
四
郎
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
号
で
書
い
た
よ
う
に
、
天
井
広
告
は
熊
本
の
大
き
な
劇
場

で
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
製
作
技
術
は
熊
本
の
業
者

に
は
及
ば
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
絵
や
字
を
書
く
優
秀

な
技
能
を
も
っ
た
人
た
ち
は
山
鹿
に
も
何
人
も
い
ま
し
た
。

　

山
鹿
の
請
負
人
で
あ
る
浦
田
四
郎
（
号　

浦
田
湖
月
、
廣こ

う
が香

）

の
家
は
、松
坂
町
で
画
塾
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
父
の
長
次
郎（
号

　

雪せ
つ
お
う翁

、
雪せ

つ
ち
ょ
う長

）
は
今
で
も
鹿
本
郡
市
に
あ
る
神
社
の
絵
馬
や
地

図
な
ど
に
名
を
残
し
、
長
男
の
高
橋
久く

ま

き

馬
記
（
号　

廣こ
う
こ湖

）
は
明

治
時
代
に
横
山
大
観
達
と
中
央
の
画
壇
で
近
代
日
本
画
の
源
流
を

築
い
た
一
人
で
し
た
。

　

廣
湖
は
37
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
芸
術

院
会
員
だ
っ
た
堅
山
南
風
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、廣
湖
の
甥
で
浦
田
四
郎
の
長
男
の
浦
田
正
夫
氏
は
、

父
と
と
も
に
東
京
に
出
て
、
東
京
芸
大
を
卒
業
、
日
本
画
家
と
し

て
大
成
し
、
日
展
審
査
員
、
事
務
局
長
を
歴
任
さ
れ
た
方
で
す
。

　

八
千
代
座
の
天
井
広
告
画
の
な
か
に
山
鹿
の
優
秀
な
日
本
画
の

系
譜
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
な
お
、
下
絵
を
書
い
た
の

は
木
村
亀
太
郎
ほ
か
数
名
の
人
た
ち
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳

細
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

後
に
二
代
、
三
代
目
の
広
告
に
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
も

現
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
灯
籠
民
芸
館
に
展
示
さ
れ
て
い

る
山
鹿
灯
籠
の
「
八
千
代
座
」
の
天
井
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

文　

前
山
鹿
市
立
博
物
館
館
長　

木
村　

理
郎
さ
ん

忘
れ
が
ち
な
歴
史

倉
ノ
尾
の
殿
様
の
伝
説

　
　
　
　（
鹿
央
町
梅
木
谷
）
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瀬
（
現
在
の
玉
名
市
）
の
船

着
場
に
行
き
、
豊
前
街
道
を

通
り
、
人
に
会
わ
な
い
よ
う

に
心
が
け
な
が
ら
米め

の

た

け

野
岳
村

の
米
野
山
の
麓
に
休
ん
で
、

住
む
所
を
探
さ
れ
た
と
伝
わ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
落
ち
着

い
た
場
所
が
現
在
の
北
谷

（
旧
長
福
寺
村
）
倉
ノ
尾
で

し
た
。

　

兼
将
は
一
六
三
五
年
、
山

本
郡
（
霜
野
村
・
仁
王
堂
村
・
長
福
寺
村
・
大
浦
村
・
蝶ち

ょ
う
の
う
ら

野
浦
村
）

の
土
地
を
細
川
公
と
調
査
し
た
と
言
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
梅
木
谷
村

が
で
き
、
今
の
鹿
央
町
梅
木
谷
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、兼
将
は
仕
官
を
認
め
ら
れ
細
川
家
の
家
臣
と
な
り
ま
し
た

（
知
行
は
三
百
二
十
五
石
）。「
倉
ノ
尾
の
殿
様
」
の
墓
石
に
は
「
寂
昭

院
真
翁
浄
空
居
士
」
と
戒
名
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
墓
は
俗
臣
の

小
野
権ご

ん
え
う
じ
か
ね

衛
宇
治
兼
の
建
立
と
あ
り
ま
す
。地
元
に
伝
わ
る
話
に
よ
れ
ば
、

「
倉
ノ
尾
の
殿
様
」
は
残
党
狩
り
を
心
配
し
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
細

川
公
に
協
力
し
、
尽
く
さ
れ
た
陰
の
殿
様
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　

紹
介
者
：
山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
川　

一
誠
さ
ん（
鹿
央
町
梅
木
谷
）

温故知新

米野山

鹿央総合支所

山内小学校

「倉野の殿様」の墓

九州自動車道

県道３号

県
道
５
５
号

倉野の殿様の墓位置

「倉ノ尾の殿様」が背負ってきたと伝わ
る地蔵像

なつかしい写真

　写真は昭和 14 年３月に八千代座で行われた
学芸会２幕目の様子。山鹿小学校５年３、４組
の女生徒たちが、菊池一族の武将「菊池武

た け と き

時公」
の親子の別れをテーマにした「袖

そ で が う ら

ヶ浦の別れ」
を演じました。
　よろいや小道具は生徒の手作りで、放課後担
任の先生の家に集まって、暗くなるまで馬

ば ふ ん し

糞紙
（黄ボール紙）に金や銀の紙を貼って一生懸命
つくったことが良い思い出になっています。

昔懐かしい写真を探しています
問秘書課　広聴広報係　☎４３−１１１２

山鹿小学校学芸会
写真提供者◦菊川サヨさん（山鹿市山鹿）
撮影日◦昭和 14年 3月

山鹿の歴史などを知り、新しい山鹿を発見してもらうページです

※ 7 月 24 日に開催予定の八千代座大歌舞伎公演は、東日本大震災
の発生で、全国の公演が取り止めとなったため中止になりました。
問八千代座　☎ 44 ‐ 4004

　5 月
開催日 行　事　名 時間 料金
11 日㈬ 休館日 ‐ ‐
15 日㈰ 八千代座・大正琴 100 年記念コンサート 午後 無料

17 日㈫
平成 23 年度　倫理経営講演会

トップを支える家庭力
夜間 有料

21 日㈯ 熊本四街道　八千代座記念シンポジウム 午後 無料

22 日㈰
八千代座 100 周年記念事業
八千代座東西二人会　
桂米團治　　柳家花緑

午後 有料

28 日㈯ 坂東玉三郎　言の葉コンサート　 午後 有料

子供カブキ教室受講生募集
　講師は、元国立劇場講師で歌舞伎役者の中村又蔵さんです。
● 期間　6 月〜平成 24 年 3 月
● 対象　保育園から小学生まで
● 参加費　5,000 円
※大人の ｢白浪五人男｣ の役者も募集しています。
問山鹿市民歌舞伎の会　☎ 090 ‐ 2501 ‐ 7251

八千代座狂言教室受講生募集
● 期間　6 月〜平成 24 年 3 月
● 日時　月曜日（月 2 回　午後 6 時〜 8 時）
● 講師　狂言師　野村万禄さん（重要無形文化財総合指定保持者）ほか
●場所　八千代座新楽屋
● 受講料　月額 2 千円程度
問八千代座　☎ 44 ‐ 4004

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、八千代
　座までどうぞ（☎４４ ‐ ４００４）
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小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

「♪湧きいずる　石清水　山苔の青さに染まり♪〜」鹿北中学校

つ ど い の 広場(ぽかぽか・おさか童夢)　 ☎ 43 ‐ 1155
第 一 児 童館　　　　　　　　　 ☎ 43 ‐ 1128
中央児童センター　　　　　　　☎ 44 ‐ 0057
児 童 セ ン ター　　　　　　　　 ☎ 46 ‐ 4441
鹿 本 児 童 館　　　　　　　　 ☎ 46 ‐ 4455

　３月 13 日㈰に行われた卒業証書授与式は、多くの感動と
深 い 地 域 の 想 い に 包 ま れ て 行 わ れ ま し た。 ２ 年 前 の

「１０００人合唱」に心動かされた、松前先生と川崎先生が
「ふるさとの川」というすばらしい楽曲を提供してください
ました。そのお披露目を、在校生が作り上げた「菜の花ロー
ド」、在校生の保護者、地域の老人会や一般の方々、多数の
参列者の前で生徒全員で行うことができました。　
　鹿北を巣立ち、一回りも二回りも大きくなって、きっと
将来はふるさとを支えてくれるであろう 51 人の卒業生を、
たくさんの人たちで送り出すことができたのも、日曜日の

全員で声をそろえて「ふるさとの川」を合唱しました
●鹿北中学校データ●　野中米里校長　生徒数 153 人

山 鹿 子 育 て 支 援 セ ン タ ー　　 ☎ 43 ‐ 1270
鹿 北 子 育 て 支 援 セ ン タ ー　　 ☎ 32 ‐ 3194
菊 鹿 子 育 て 支 援 セ ン タ ー　　 ☎ 48 ‐ 4660
鹿 本 子 育 て 支 援 セ ン タ ー　　 ☎ 46 ‐ 2635
鹿 央 子 育 て 支 援 セ ン タ ー　　 ☎ 36 ‐ 2150

■２０１１年は　みんなであそＢＯＹ！！
今年も３回計画しました。お父さん、お母さん、子ど
もたち、おじいちゃん、おばあちゃんもみーんなで楽
しみましょう。
●５月２２日㈰　●６月１９日㈰　●７月２４日㈰１回目
はつどいの広場「おさか童夢」です。

■ 4 児童館からのお知らせ
４月から、毎月１回、日曜開館を始めています。友達
を誘って遊びに来てください。
　●中央児童センターと鹿本児童館　　第２日曜日
　●児童センターと第一児童館　　　　第３日曜日

おおきくなーれ　
ハイハイをゆたかに

各施設には保育士など、専門の資格
を持ったスタッフがいます。必要に
応じて各機関につなぐことができま
す。子育てで困ったことがあったら、
いつでもお尋ねください。

　生後７カ月〜９カ月くらいでハイ
ハイの時期がきます。すぐには、前
進するコツをつかむことができない
ので、両足の裏を水平に押し、赤ちゃ
んの膝を曲げ伸びようとする力を助
けてあげましょう。

　ハイハイの動きには両手両足を使って体のバランスを
取ったりするような運動能力の基本になることがたくさん
含まれています。ベビーサークル、ベビー歩行器の中で過
ごすより赤ちゃんは見守られながらたくさんの時間を床の
上で過ごすことが望ましいです。
　赤ちゃんが前進したくなるようなお気
に入りのおもちゃや興味がわきそうな物
体を置いてみてください。赤ちゃんの筋
肉と同様に好奇心も伸びていきます。

卒業式だからこそできたことです。ご協力いただいた関係者
の皆さまありがとうございます。
　鹿北の地を流れる一滴の清らかな水は、小川となり、大河
となり、大海原へと続きます。「信じる・鍛える・磨く・輝
く〜清流の人〜」をめざし、平成 23 年度は「連動」をキーワー
ドに鹿北中学校は前進し続けます。

「菜の花ロード」を歩む卒業生
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わくわくネット　山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園

人とのふれあいでにこにこ笑顔
山鹿中央保育園　☎ 44 − 3653

　昨年度もいろいろな行事でいろ
んな人たちにふれあってきた子ど
もたち。
　3月のひなまつり敬老会では、
子どもたちのおじいちゃん・おば
あちゃんに加え、地域のおじいちゃ
ん・おばあちゃんたちとふれあい
あそびを楽しみ、和やかな雰囲気
で過ごしました。最初は遠慮がち
におじいちゃん・おばあちゃんに近づいた子どもたちも慣れてくる
と、抱っこしてもらったり、おしゃべりをしたり、その時の子どもたち、
おじいちゃん・おばあちゃんたちは笑顔がいっぱいでした（写真）。
　足の不自由なおばあちゃんに気づかいをする子どももいて、私
たちも温かい気持ちでいっぱいになりました。
　今年度もたくさんの人と出会い・ふれあいを大切にして、いろ

んな行事に取り組んでいきます。そ
の中の新たな取り組みとして、月1
回第３水曜日、園庭を開放してた
くさんのお友達と遊べたらと思って
います。5月は 18日午前 9 時 30
分〜 11 時です。保育園に行って
いないお友達、ぜひ、遊びに来て
ください。待っています。

●千田小学校データ●　迫本裕輔校長　児童数 86人

みんなで守ろう、私たちのふるさと
富慈園☎ 46 − 2578

　毎月 10 日をクリーン作戦の日として、清掃ボラン
ティア活動を子どもたちと行っています。この活動を
始めたのは、園の横を流れる菊池川で遊ばせていた時
に、あまりにごみが散乱していて汚かったから、ごみ
を拾って持ち帰るようにしました。
　拾ったごみが多いのでびっくりしてしまい、保護者
や地域の方に、ごみを捨てないように呼びかけたり、
手作りの横断幕をかかげてクリーン作戦を行ったりす
るようになりました。
　今年で 19 年が経過し、今ではごみが落ちていると、
子どもたち自ら「ごみは捨てるといかんもんね」と言
って拾うようになりました。こんな子どもたちのがん
ばりで、ごみを捨てる人も、ずいぶん減ってきました。
　これからも、私たちの大切なふるさとをみんなでき
れいにして守り続けていきたいと思います。

「
百
人
一
首
」
を
楽
し
む
千
田
っ
子

「笑顔いっぱい　元気いっぱい　何でも頑張る　
千田っ子」　山鹿市立千田小学校

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ー
ト
に
座
る
千
田
っ
子

　３月６日（日）合志市「ヴィ−ブル」で、千田小学校の５年生、
６年生 30 人が、今年も「ＲＫＫ長縄跳び選手権大会」に挑戦
しました。
　この日まで、校内縄跳び大会や朝からの練習を通し、全員
の心と力を一つにして入賞をめざしました。
その結果、予選を大幅に上回る 465 回を跳んで、堂々の４位
入賞を果たしました。

　千田小学校では、１年生から６年生まで一緒に、文化のス
ポーツ「百人一首」を楽しんでいます。
　日本の言葉の美しさを学べるだけではなく、集中力、暗記力、
最後の一枚までもあきらめない粘り強さなど、たくさんの良
さがあります。
　最初の一文字、二文字を聞いただけで目にも止まらない速
さで札を取る子どもたちには、先生たちもかないません。

千田小学校
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、
山鹿市健康福祉センター内　健康増進課（保健師）☎４３‐００５０

日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ● 憲法記念日 ４  ●  みどりの日 ５ ● こどもの日 ６ ７

母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

【山健福】
　
　　　　　　　　　          
 　　  　 　　　　　　       

８ ９ 10 11 12 13 14

母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

１歳６か月児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を除
く )・ 鹿 北・ 鹿 央、21
年 9 月 生 ) 13:30 〜
14:00受付   　 【山健福】

15 16 17 18 19 20 21

母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

３・４か月児健診
（23 年 1 月生 )　
７・８か月児健診

（23 年 1 月生 )
（三玉・菊鹿・鹿本）
13:30 〜 14:00 受付　

【ひだまり】

ポリオ集団予防接種
  【山健福】

３歳児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
20 年 1 月 生 )13:30 〜
14:00 受付　 【山健福】

22 23 24 25 26 27 28

母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

３・４か月児健診
（山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿北・鹿央、23 年 1 月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

【山健福】

ポリオ集団予防接種
【ひだまり】

３歳児健診
（大道・三玉・菊鹿・鹿
本、20 年 1 月生 ) 13:30
〜 14:00 受付

【ひだまり】

１歳６か月児健診
（ 大 道・ 三 玉・ 菊 鹿・
鹿 本、21 年 9 月 生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　【ひだまり】

29 30 31

母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

【山健福】

７・８か月児健診　
山鹿 ( 三玉を除く )・鹿
北・鹿央、22 年 9 月生 ) 

13:30 〜 14:00 受付　         
【山健福】

場所の省略表記 【ひまわり】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館

【鹿央研セ】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター

【山 健  福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習
　　　　　　健康セ ンターひだまり５健康カレンダー

月

☎　熊本県小児救急電話相談
　熊本県では、子どもの急な病気に対する保護者の不安を解消するため、県
下全域を対象に、夜間の小児救急に関する相談を受け付けています。
　電話番号は☎「＃（シャープ）８０００番」※ダイヤル回線、ＩＰ電話、
光電話からは☎０９６－３６４－９９９９です。毎日、午後 7 時〜午前 0 時
まで、看護師または必要に応じ小児科医が相談員として対応します。

献血にご協力ください
●日程　5 月 27 日㈮　　    　  
　　　　山鹿警察署（午前 9 時半〜 11 時半）          　
　　　　山鹿健康福祉センター（午後 1 時〜 3 時半）

ヘルスメイト（食生活改善推進員）養成講座受講生募集
　バランスのとれた食事は健康の基本です。自らの健康状態や生活習慣病の予防方法を知ることのできる講座
へ参加して、健康や食生活について学び、ヘルスメイト（食生活改善推進員）になって、講座で得た知識を家
庭や地域で生かしてみませんか？無料ですが、調理実習の際には米 0.5 合を持参。全 9 回の講座です。運動、
料理講習会、リサイクルプラザ見学、血液検査などです。男女は問いません。
●募集人数　30 人

（定員になり次第締め切り）
●時間　午前 9 時 30 分〜午後 1 時
●場所　山鹿健康福祉センター
●対象　山鹿市在住の人
●申込期日　6 月 3 日㈮まで
●申し込み・問い合わせ先　健康増進課まで

開　催　日 内　　　　　　　　容
  6 月 16 日㈭ 開講式
  7 月  7 日㈭ 健康づくりと健康日本 21
  8 月  4 日㈭ 自分の身体を知ろう！（血液検査の結果から）
  9 月 16 日㈮ 健康づくりのための運動（ゆ〜かむ）
10 月 20 日㈭ 健康づくりのための食生活
11 月 10 日㈭ 子どもの健康と食事
12 月 15 日㈭ ヘルスメイトとは ?/ お正月料理（伝承料理）
 1 月 12 日㈭ リサイクルプラザ見学
 2 月 16 日㈭ 閉講式

平成 23 年度カリキュラム
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山鹿市民
医療センター通信

山
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44-
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１
８
５

妊
婦
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診
に
つ
い
て

山鹿市民医療センター
副院長（産婦人科医師）

福島　泰斗
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中
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Vol.24

がん検診、料金の訂正とおわび
　1 月下旬に世帯ごとに送付しました【平成 23 年度山鹿市各種がん検診のご案内】の料金が間違っていました。
　訂正か所は、各種がん検診の個別検診（医療機関検診）子宮がん検診の 75 歳未満の料金です。
　誤　１、３００円　→　正　１、５００円
　平成 23 年度山鹿市集団各種がん検診は 6 月、8 月に実施します。今年２月に【がん検診】の申し込みをし
た人には、検診の２週間前に案内状をお届けします。まだ、申し込みをしていない人は、健康増進課までご連
絡ください。

子宮頸がん予防ワクチン ヒブワクチン
小児用肺炎球菌ワクチン

接種対象者

山鹿市に住民票がある人
中学 1 年生相当年齢〜
　　　　　　高校 2 年生相当年齢の女子

（H6.4.2 生まれ〜 H11.4.1 生まれの女子）

生後 2 ヵ月齢以上 5 歳未満
（5 歳未満とは 5 歳の誕生日の前々日まで）

自己負担額 1 回につき 1,500 円 1 回につき 1,000 円
（生活保護世帯・市町村民税非課税世帯は 0 円）

接種回数 3 回 1 回〜 4 回
助成期間 平成 23 年 5 月 1 日〜平成 24 年 3 月 31 日
接種方法 山鹿市が契約している医療機関。（広報やまが 4 月号で確認してください）

保護者同伴
（原則）

予診表裏の同意書で確認できれば同伴を
要しません。

保護者以外の人が同伴する場合は、接種前に健康
増進課で ｢予防接種委任状｣ を受け取り、事前に
保護者が記入する必要があります。

子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン
・小児用肺炎球菌ワクチンの接種費用の一部を助成

　3 つの予防接種は、任意接種となります。
　任意予防接種とは、予防接種法で決められていない予防接種や、定期接種の年齢枠からはずれて接種する場合の予防接種のこ
とをいいます。定期予防接種ではありませんので、山鹿市が推奨するものではなく、あくまで保護者が希望した接種となります。
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登録のしかた

１
携帯電話またはパソコンに、下のメールアドレスを直接入
力するか、携帯電話のカメラで右のＱＲコードを読み取って
空メールを送信してください。「ymg-c@ansin-anzen.jp 」

２
本登録用メールを受信したら、メールの URL をクリックす
ると右図の画面に移行します。それに従って本登録を行い
ます。
☆本登録用メールが届かない時はドメイン指定受信設定をしてください。
☆パソコンで受信する場合、迷惑メールフォルダに届くこともあります
　ので、その時はパソコンの設定をご確認ください。

３
登録項目の必要事項にチェックを入れ、「入力内容確認」を押し、内容に
間違いがなければ「登録」を押してください。
利用は無料ですが、受信にかかる通信（パケット）料金は利用者の負担です。
配信日は、毎月１日と１５日の予定です。

携帯電話画面イメージ

QR コード この度は「山鹿市情報メール
サービス」を登録頂きありが
とうございます。本サービス
は、市役所各課からのお知ら
せや、イベント・観光に関す
る情報を定期的に配信する
メールサービスです……

http://www.ansinanzen.
jp/...
�このメールは発信専用です。
返信はできません……

配 信 情 報

問山鹿市役所情報企画課
　☎ ４３−７５５７
johhoh@city.yamaga.lg.jp

■イベント・観光情報
・各種イベント情報
・観光地の情報
・その他

■暮らしの情報
�・各課のお知らせ
�・防災防犯情報
�・医療（休日当番医）
�・図書館新刊情報

山鹿市情報メールサービスを始めます
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☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎ 5/17、18、19、20、21　5日間開催　
◎午前 9時～午後 6時　
　　※期間中のご来店の方に針とミシン油無料進呈

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　
　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

集いに参加しませんか
認知症の人とその家族

● 日時　5 月 13 日㈮午後 1 時半〜
● 場所　いつでんどこでん
● 対象者　認知症の人とその家族
● 参加料　ひとり 200 円（お茶代）
● 主催　山鹿・植木認知症地域支援ネッ 
トワーク研究会
問介護保険課地域包括支援センター
☎ 43 ‐ 1077

催　し

看護の日イベントに
参加しませんか

　看護の日イベントを行います。無料
のイベントです。多くの市民の参加を
お待ちしています。

【山鹿中央病院】☎ 44 ‐ 1313
● 日時　5 月 10 日㈫午前 9 時〜正午
● 場所　山鹿中央病院（外来ロビー）
● 内容  血圧・血糖測定、体脂肪測定、
栄養・認知症相談、福祉用具展示販売

【山鹿市民医療センター】 ☎ 44 ‐ 2185
● 日時　5 月 12 日㈭午前 10 時〜正午
● 場所　山鹿市民医療センター（玄関ホール）
● 内容  身長・体重・血圧測定、血糖・
体脂肪測定、栄養・リハビリ相談、看護・
福祉相談、介護用品の展示

【保利病院】☎ 43 ‐ 1212
● 日時　5 月 28 日㈯午後 1 時半〜 3 時半
● 場所　保利病院（1 階外来待合室ロビー）
● 内容  身長・体重・血圧・血糖値測定、
骨密度・動脈硬化測定など
※当日は、病院の温泉を無料開放しま
す。（洗面用具は各自持参してください）

ともびき塾
● 日時　5 月 19 日㈭午後 7 時
● 場所　夢想庵
● 内容　自分できるセルフメディケーション
肩こり・冷えなど改善する予防の医学です
　講師：宮城　澄江さん
● 会費　500 円
※お預かりし葬祭支援にします。
問法事の館　夢想庵　☎ 43 ‐ 2211

ホタルの夕べを開催します
お楽しみください

● 日時　5 月 21 日㈯〜 28 日㈯
午後 7 時〜 9 時
● 会場　一ッ目公園（久原）
● 駐車場　無料（約 20 台）
問環境課　☎ 43 ‐ 7211

山鹿市立博物館
講座受講生募集

【陶芸教室・5 月開講】　
● 定員　20 人
● 受講日　毎月第 2・4 土曜日
● 時間　午前 9 時半〜正午（午前の部）
　　　　午後 1 時〜 3 時半（午後の部）
● 申込期限　5 月 20 日㈮まで
● 受講料　5,000 円
● 道具代　2,500 円
● 講師　伊豆永　憲司さん

【竹細工教室・5 月開講】　
● 定員　15 人
● 受講日　毎月第 2・4 土曜日
● 時間　午前 9 時〜午後 4 時
● 申込期限　5 月 20 日㈮まで
● 受講料　5,000 円
● 講師　古閑　保男さん

【一般古文書教室講座・5 月開講】　
● 定員　15 人
● 受講日　毎月第 2・4 土曜日
● 時間　午前 9 時半〜 11 時半
● 申込期限　5 月 10 日㈫まで
● 受講料　5,000 円

【古文書自主講座・5 月開講】　
● 定員　15 人
● 受講日　毎月第 3 土曜日
● 時間　午前 9 時半〜 11 時半
● 受講料　無料

【博物館ボランティア解説講座】　
● 定員　10 人
● 受講日　毎月第 3 水曜日
● 時間　午前 9 時半〜 11 時半
● 申込期限　5 月 13 日㈮まで
問山鹿市立博物館　☎ 43 ‐ 1145

城村城跡歴史ウォーキング
参加してみませんか

● 日時　5 月 22 日㈰午前 10 時〜
● 集合場所　市立博物館（雨天時は講演会）
● 定員　30 人（弁当を持参ください）
● 参加料　100 円（保険料）
● 募集期限　5 月 14 日㈯
問山鹿市立博物館　☎ 43 ‐ 1145

歴史講演会を開催します
多数ご来場ください

● 日時　5 月 18 日㈬午後 2 時 45 分〜
● 場所　鹿本生涯学習・健康センター
ひだまり
● 講師　高木恭二先生（前宇土市教育部長）
● 演題　菊池川流域における古墳文化の特性
● 主催　鹿本郡市文化財保護協会
※事前に申し込みをお願いします。
問山鹿市出土文化財管理センター
☎ 46 ‐ 5512
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人権擁護委員による
特設人権相談所の開設

　6 月 1 日は、全市一斉無料相談日です。
お気軽にお越しください。
● 日時　6 月 1 日㈬午前 10 〜午後 3 時
● 場所　山鹿中央公民館、鹿北市民セ
ンター、菊鹿健康福祉センターひまわ
り館、鹿本親和荘、鹿央公民館
● 相談員　人権擁護委員・法務局山鹿
支局職員
問熊本地方法務局山鹿支局　
☎ 44 ‐ 2411
人権啓発課　☎ 43 ‐ 1199

募　集

ホストファミリーとボランティア
通訳を募集します

【ホストファミリー】
　姉妹都市 ｢オーストラリア・クーマ市｣
から高校生が訪問します。8 月 14 日㈰
〜 19 日㈮の期間、高校生を受け入れて
いただく、ホストファミリーを募集し
ます。

【ボランティア通訳】
　訪問時に英語通訳をご協力いただけ
る人を募集します。
● 募集期限　5 月 31 日㈫
※締め切り後も随時受け付けています。
問企画課　☎ 43 ‐ 1114

介護予防サポーター
養成講座受講生募集

　講座修了後は、サポーターとして介
護予防事業などのお手伝いを、月に数
回程度予定しています。（若干の報酬が
あります）
● 日程　6 月の毎週金曜日
● 時間　午前 9 時半〜正午
● 内容　運動・栄養・口腔衛生の介護
予防について、知識と実践方法、タオ
ル体操など
● 会場　山鹿健康福祉センター
● 定員　30 人
● 申込期限　5 月 20 日㈮
問介護保険課地域包括支援センター
☎ 43 ‐ 1077

　商工業者の経営上の法律トラブルを
解決します。（申し込みが必要です）
● 日時　5 月 10 日㈫午後 1 時半〜
● 場所　山鹿商工会議所
● 弁護士　清水谷法律会計事務所
問山鹿商工会議所　☎ 43 ‐ 4111

男女共同参画審議会
委員を募集します

● 募集人員　2 人以内
● 任期　平成 25 年 3 月 31 日まで
● 応募要件　
①山鹿市内に在住する人、②男女共同
参画に関する活動や研究などに関心が
ある人、③ 20 歳以上の人（23 年 4 月 1
日現在）、④山鹿市議会議員または常勤
の公務員でない人、⑤年 3 回程度開催
される会議などに出席し、積極的な発
言をいただける人
● 応募方法　
①申込書②作文（男女共同参画社会づ
くりについて思うこと）
※申込書は、男女共同参画推進室、各
総合支所にあります。
● 応募締切　5 月 20 日㈮
※メール (kikaku@city.yamaga.lg.jp)、
ＦＡＸ (42-8288) でも受け付けます。
問男女共同参画推進室　☎ 43 ‐ 1114

　定住促進や地域活性化、少子化対策と
して ｢やまが肝いりどん（結婚サポー
ター）事業｣ を実施するにあたり、独
身男女の結婚の世話役として意欲を持
ち活動できる ｢肝いりどん｣ を募集し
ます。
● 募集人員　5 人程度
● 活動内容　結婚を希望する人からの
相談を受け、相手を見つけるとともに、
両者を引き合わせるなどの縁結び活動
● 応募資格　市内に在住する 30 歳以上
の人で、結婚支援に熱意のある人（た
だし、結婚支援業を営む人を除きます）
● 委嘱期間　原則 1 年（再任もできます）
● 募集期限　5 月 20 日㈮必着
● 応募方法　企画課または各総合支所
市民生活課に備え付けの ｢応募用紙｣
に必要事項を記入のうえ、郵送または
持参してください。結果は応募者に通
知します。
問企画課　☎ 43 ‐ 1114

やまが肝いりどん
（結婚サポーター）を募集します

弁護士による
無料法律相談会

第 2 回サイクリング大会
参加者を募集します

● 日時　5 月 29 日㈰午前 9 時〜
● 会場　山鹿市サイクリングターミナル
● コース　サイクリングターミナル〜
分田駐車場折り返し
● 参加料　100 円（保険料含む）
● 募集人員　50 人
● 募集期限　5 月 25 日㈬
※自転車は貸し出しできます。
問社会体育課　☎ 43 ‐ 0090
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相　談小規模工事等契約希望者
登録申請随時受付について

　平成 23・24 年度に行う小規模な工事
および修繕（工事などの予定価格が 50
万円以下）の見積もりに参加を希望す
る事業者の登録制度です。今回は特例
として、随時申請を受け付けます。た
だし、次の人は申請できませんので、
ご注意ください。
①成年被後見人もしくは被保佐人また
は破産者で復権を得ないもの
②市内に主たる事業所または住所を有
しないもの
③山鹿市の競争入札参加資格者名簿に
登録されているもの
④市税に未納があるもの
⑤その他契約の相手方として不適当と
認められるもの
● 登録することができる業者
建設業法に掲げる 28 業種のうち、3 業
種まで登録できます。
● 受付期間
4 月 1 日㈮（山鹿市ホームページに掲載
済み）〜平成 25 年 1 月 31 日㈭
● 受付場所
市役所 3 階　監理検査室
● 提出書類
①小規模工事等契約事業者登録申請書
②法人事業者は登記簿謄本、個人事業
者は住民票
③登録する業種を履行するために必要
な資格、許可が必要な場合は、当該資格、
許可などを証明する書類の写し
④市税に未納がないむねの証明書（納
税証明書）
①の申請書様式は山鹿市ホームページ
からダウンロードしていただくか、監
理検査室までお申し出ください。
問監理検査室　☎ 43 ‐ 1118

　行政に関する意見や要望などがあり
ましたら、お気軽にご相談ください。
相談は無料で秘密は固く守られます。
● 日時　5 月 20 日㈮午前 10 〜午後 3 時
● 場所　山鹿市役所一階会議室
● 相談員　行政評価事務所職員・行政
相談委員

【行政相談委員】（敬称略）
山鹿地区　島田裕子　☎ 44 ‐ 5519
鹿北地区　杉　勝典　☎ 32 ‐ 3080
菊鹿地区　小澄　隆　☎ 48 ‐ 3202
鹿本地区　森本弘毅　☎ 46 ‐ 2682
鹿央地区　中山知博　☎ 36 ‐ 2215
問熊本行政評価事務所　
☎ 096 ‐ 324 ‐ 1662

行政相談所を開設します
お気軽にご相談ください

専門家による
無料法律相談

　5 月 1 日 か ら 7 日 ま で の 1 週 間 は、
憲法週間です。無料法律相談会を開催
しますので、お気軽にお越しください。
● 日時　5 月 16 日㈪（17 日㈫はくまも
と県民交流会館パレアでもあります）
午前 10 時〜午後 3 時
● 場所　熊本地方家庭裁判所山鹿支部
● 担当相談員　裁判所職員、法務局職員、
弁護士
● 相談事項
・裁判所職員　金銭、土地、家庭問題など
・法務局職員　登記、人権問題など
・弁護士　各種法律相談
問熊本地方家庭裁判所山鹿支部
☎ 44 ‐ 5141

介護保険福祉用具などの
受領委任払いを始めます

　介護保険の福祉用具購入費と住宅改
修費の一時負担を軽減するために、低
所得者を対象に 4 月の申請から利用者
が事業者に 9 割分の受領を委任し、利
用者は 1 割の自己負担のみを事業者に
支払う ｢受領委任払い｣ を実施してい
ます。
● 対象者
①世帯全員が市民税非課税の人
②介護保険料を滞納していない人
③受領委任払いについて事業者の同意
が得られる人
問介護保険課　☎ 43 ‐ 1077

　6 月1 日から、お住まいの住宅の寝室・
階段などに住宅用火災警報器の設置が義
務づけられます。5 月 31 日までに設置をお
願いします。
※電気店やホームセンターで購入できま
す。悪質な訪問販売にご注意ください。
問総務課　☎ 43 ‐ 1117

住宅用火災警報器の
設置はお済みですか

子ども手当は
引き続き支給されます

● 期間　4 月から 9 月まで（6 ヵ月）
● 支給額　月額 13,000 円（一人につき）
● 対象者　0 歳から中学卒業まで
● 支給月　6 月（2 月分から 5 月分）・
10 月（6 月分から 9 月分）
※すでに受給していて、支給対象とな
る子どもの数に変更がない人は、手続
きは不要です。
問子育て支援課　☎ 43 ‐ 1514
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脳とからだ、いつまでも元気に！
★認知症の早期発見

「　物　忘　れ　外　来　」

要予約　費用は保険が適用されます。
医療法人　至誠会　保利病院
山鹿市古閑９８４
TEL　０９６８－４３－１２１２
FAX　０９６８－４４－５１７６

検査内容やお申し込みの方法などについては、受付窓口にお尋ねください。

月
午後１：３０～４：００

診 察 日
受付時間

木火 金

★脳卒中などの病気の早期発見
「　脳　ド　ッ　ク　」

要予約　費用 35,000 円～です。
午前中

検 診 日
検診時間

水曜日

SHISEIKAI

今月の納税
● 固定資産税（第 1 期）・軽自動車税
● 納期限　5 月 31 日㈫
※軽自動車税の口座振替日は 20 日㈮

【夜間・休日収納窓口】
● 夜間　5 月 9 日㈪〜 31 日㈫
　　　  午後５時半〜 ８ 時（平日）
● 休日　5 月 ８ 日㈰・15 日㈰・22 日㈰
29 日㈰　 午前９時〜午後５時
● 場所  本庁税務課
※ 4 月 1 日号で配布した、平成 23 年度
市税一覧表の一部に誤りがありました。
訂正しておわびします。

（誤）国民年金課・（正）国保年金課
問税務課収納係　☎ 43 ‐ 1144

お知らせ 固定資産税・軽自動車税
減免について

　次に該当する人は、申請によって減
免されます。

【固定資産税】
・生活の扶助を受けている人
・公益のために専用されている固定資産
を有する人
● 申請期間　5 月 24 日㈫
● 必要書類　納税通知書・印鑑

【軽自動車税】
・療育手帳の障害程度が ｢Ａ｣ の人
・精神障害保険福祉手帳を持ち障害等級
が ｢1 級｣ の人
・身体障害者手帳または戦傷病者手帳を
持ち障害等級が主に ｢3 級、3 項症、3
款症｣ 以上の人
● 申請期間　5 月 24 日㈫
● 必要書類　納税通知書・印鑑・各種
障害手帳・運転免許証・車検証
※税務課で手続きを行ってください。
問税務課固定資産税係  ☎ 43 ‐ 1121
　税務課市民税係  ☎ 43 ‐ 1120

国民健康保険税の
納期が変わっています

　平成 23 年度から国民健康保険税の普
通徴収（納付書や口座振替で納付）分
の納期が次のとおり変わっています。
第 1 期（6 月末）・第 2 期（7 月末）・第
3 期（8 月末）・第 4 期（9 月末）・第 5
期（10 月末）・第 6 期（11 月末）・第 7
期（12 月 25 日）・第 8 期（翌 1 月末）・
第 9 期（翌 2 月末）・第 10 期（翌 3 月末）
※納付書は 6 月に郵送します。
問税務課  ☎ 43 ‐ 1120

児童扶養手当受給資格
拡大について

　平成 23 年 4 月から ｢障害年金加算改
善法｣ の施行により、両親の一方が児
童扶養手当法施行令で定める障害（国
民年金または厚生年金保険法 1 級相当）
の状態にあることで、配偶者に支給さ
れる児童扶養手当と障害年金の子加算
のどちらか額の多い方（対象児童それ
ぞれにつき）が受給できます。
※ 8 月 31 日までに手続きが必要です。
8 月 31 日を過ぎると申請の翌月からの
支給になります。
問子育て支援課  ☎ 43 ‐ 1514

自動車税の納付は
お済みですか

　自動車税は、5 月 31 日㈫までに最寄
りの金融機関やコンビニエンスストア、
地域振興局税務課などで納めましょう。
問鹿本地域振興局税務課  ☎ 44 ‐ 1061

肝炎治療は早期発見が大切
無料検査を受けましょう

　Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎は、肝炎ウイル
スの感染によって起こる肝臓の病気で
す。自覚症状がほとんどないため、検
査をしないとわかりません。
　県では各保健所や県内約 650 の医療
機関で肝炎ウイルスの無料検査を実施
しています。40 歳以上でまだ一度も検
査を受けたことがない人は、早めに検
査を受けましょう。
※検査は採血だけで短時間で終了します。
　県では、肝炎インターフェロン治療費
および核酸アナログ製剤治療費の助成を
て行っています。
問山鹿保健所  ☎ 44 ‐ 4121

飲用水検査補助と
浄水器設置補助について

　飲用井戸の水質検査に対する補助と
水質検査で基準値を上回る場合の浄水
器設置に対する補助を行います。

【水質検査料補助】
①対象者　市内に居住する人
②補助対象検査項目　ヒ素、フッ素、
健康 10 項目
③補助額　1 検査につき 1,000 円

【浄水器設置補助】
①対象者　上水道給水区域以外に居住
する人で、ヒ素、硝酸態窒素、フッ素
が水質基準を超過している個人
②対象器具　前記物質を基準値以下に
除去する浄水器
③補助額　設置費用の半額（上限 10 万円）

【受付】　
環境課（山鹿浄水センター内）または
各総合支所市民生活課で受け付けます。
問環境課　☎ 43 ‐ 7211
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相談は無料で、秘密は固く守ります。

　税務相談　
● 日時　5 月 12 日㈭
　　　　午後 1 時半〜 4 時半
● 場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北総合支所市民生活課
☎ 32 ‐ 3111

　年金出張相談　
● 日時　5 月 11 日㈬・25 日㈬
　　　  市役所 1 階会議室
　　　  午前 10 時〜午後 3 時
　　　  （正午〜午後 1 時を除く）
※年金事務所の専門官が相談を受け
ます。相談日の 5 日前までに電話で
予約をお願いします。　
問国保年金課　☎ 43 ‐ 1530

　精神保健相談　
● 日時　5 月 12 日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
● 場所　山鹿保健所
● 嘱託医　山鹿回生病院
問山鹿保健所保　 ☎ 44 ‐ 4121
 障がい者・児ふれあい相談 
● 日時　第２・４火曜日
　　　　午前９時〜正午
● 場所　菊鹿健康福祉センター
問菊鹿健康福祉センター　
☎ 48 ‐ 4666

　障がい者・児相談　
● 日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半
● 場所　山鹿健康福祉センター
問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052

　認知症に関する相談　
● 相談日　毎月第２・第４木曜日　
　　　 　  午前 10 時〜正午
● 場所　山鹿健康福祉センター
問介護保険課地域包括支援センター
☎ 43 ‐ 1077

定例相談 　      　心配ごと相談　
【山鹿】　
　①一般相談　5 月 6 日㈮
　②司法相談　5 月 13 日㈮
　　 （土地・登記関係）
　③心の悩み・物忘れ
　　　　　　　5 月 27 日㈮要予約
● 場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43 ‐ 1134

【鹿北】
　①一般相談　5 月 12 日㈭
● 場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32 ‐ 2696

【菊鹿】　
　①一般相談　5 月 11 日㈬
　②心の悩み・物忘れ
　　　　　　　5 月 18 日㈬要予約
● 場所　菊鹿健康福祉センター
　　　   ひまわり館　☎ 48 ‐ 5060

【鹿本】
　①一般相談　5 月 10 日㈫
　②法律相談　5 月 17 日㈫要予約
● 場所　鹿本高齢者コミュニティセ　
　　　　ンター「親和荘」
　　　　☎ 46 ‐ 2206

【鹿央】
　①一般相談　5 月 9 日㈪
　②司法相談　5 月 23 日㈪
　　 （多重債務・成年後見関係）
● 場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36 ‐ 3811
※相談の時間は、下記のとおりです。
一般相談、心の悩み・物忘れ相談
　午前 9 時〜正午
司法相談、　法律相談
　午前 10 時〜正午
※法律相談、心の悩み・物忘れ相談は
事前予約が必要です。
問社会福祉協議会本所
  ☎ 43 ‐ 1134　

  仕事の相談はお気軽に  

Y一　般
①正・看護師　15 万 3 千円〜　
②介護職　13 万 2 千円〜　
③事務　12 万 5 千 4 百円〜　
④調理員　13 万 2 千円〜 
⑤生活支援員　14 万 3 千円
⑥理容師　18 万 6 千 5 百円〜　
⑦保険営業職　14 万円　
⑧研削加工　15 万円〜　
⑨整備士　13 万 3 千円〜　
⑩旅館スタッフ　18 万円　
⑪厨房係　12 万 5 千円〜　
⑫ダンプ運転手　18 万 4 千円
⑬花の配達・回収・装飾　12 万円
Yパート
①看護職　時給 800 円〜　
②介護職　時給 700 円〜　
③調理員　時給 730 円　
④一般事務員　時給 700 円〜　
⑤案内状配布他係　時給 750 円〜　
⑥レジ業務　時給 700 円〜
⑦惣菜調製工　時給 660 円　
⑧清掃業務　時給 700 円〜
＊詳細は、ご来室・ご相談ください。
なお、すでに採用済みの場合もありま
す。職業相談室は、勤労青少年ホーム
１階（市役所裏中央公民館となり）です。 
問山鹿市地域職業相談室
☎４3 ‐ 1724　

　お知らせのページに掲載を
希望する人は、原稿を希望す
る発行日の 1 ヵ月前までに、
山鹿市役所秘書課まで郵送ま
たはご持参ください。

お願い

　社会保険労務士労働相談　
● 日時　5 月 10 日㈫午後 1 時〜 4 時
● 場所　別館２階会議室
問商工課　☎ 43 ‐ 1413

相談は無料で、秘密は固く守ります。

　税務相談　
● 日時　5 月 12 日㈭
　　　　午後 1 時半〜 4 時半
● 場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北総合支所市民生活課
☎ 32 ‐ 3111

　年金出張相談　
● 日時　5 月 11 日㈬・25 日㈬
　　　  市役所 1 階会議室
　　　  午前 10 時〜午後 3 時
　　　  （正午〜午後 1 時を除く）
※年金事務所の専門官が相談を受け
ます。相談日の 5 日前までに電話で
予約をお願いします。　
問国保年金課　☎ 43 ‐ 1530

　精神保健相談　
● 日時　5 月 12 日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
● 場所　山鹿保健所
● 嘱託医　山鹿回生病院
問山鹿保健所保　 ☎ 44 ‐ 4121
 障がい者・児ふれあい相談 
● 日時　第２・４火曜日
　　　　午前９時〜正午
● 場所　菊鹿健康福祉センター
問菊鹿健康福祉センター　
☎ 48 ‐ 4666

　障がい者・児相談　
● 日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半
● 場所　山鹿健康福祉センター
問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052

　認知症に関する相談　
● 相談日　毎月第２・第４木曜日　
　　　 　  午前 10 時〜正午
● 場所　山鹿健康福祉センター
問介護保険課地域包括支援センター
☎ 43 ‐ 1077

5
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

　
　
　

お
よ
び
当
番
薬
局

日 ( 曜） 診療時間：午前９時～午後５時 営業時間：午前９時～午後５時
  1 日㈰  山鹿温泉リハビリテーション病院 / 幸村医院 岩下薬局
  3 日㈷ 徳永循環器科内科医院 / まえはら泌尿器科クリニック 岩下薬局 / まつ薬局
  4 日㈷ 保利病院 エース薬局 / まつ薬局
  5 日㈷ 山鹿回生病院 / 小林医院 岩下薬局 / まつ薬局
  8 日㈰ 東内科小児科医院 / さがわ医院 岩下薬局
15 日㈰ 武内医院 / 上塚外科胃腸科医院 岩下薬局
22 日㈰ もろとみ医院 / くりた皮ふ科医院 岩下薬局 / 鹿本中央薬局
29 日㈰ 三森循環器科呼吸器科病院 岩下薬局 / 山鹿いちご薬局

＊都合で変更になる場合があります。( 鹿本郡市医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。
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資
源
ご
み
の
適
正
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よ
る
リ
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、
燃
え
る
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、
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区
を
設
定
し
、
現
在
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え
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、
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を
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収
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し
て

い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら

５
つ
の
モ
デ
ル
地
区

を
選
定
し
、
追
加
分

別
収
集
を
行
い
、
今

後
の
ご
み
の
排
出
推

計
や
新
た
な
分
別
区

分
、
分
別
作
業
に
よ

る
手
間
な
ど
に
つ
い

て
検
証
・
検
討
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
計
画

　

現
在
の
モ
デ
ル
事
業
（
地
区
）
を
本
年
度
に
は
20

地
区
程
度
に
拡
大
し
、
ま
た
来
年
度
も
順
次
拡
大
し

な
が
ら
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
市
内
全
域
で
統
一
し

た
分
別
収
集
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

環境だより環境だより

問
環
境
課　

☎
43
‐
７
２
１
１

リ
サ
イ
ク
ル
向
上
と

　
　
燃
え
る
ご
み
の
減
量
化

現在の取組み地区および減量実績

地　域 行政区
燃えるごみ袋数

開始前 開始後
山鹿地域 古閑 97 袋 44 袋
鹿北地域 浦方 28 袋 10 袋
菊鹿地域 １区 43 袋 20 袋
鹿本地域 石渕 74 袋 36 袋
鹿央地域 上千田 50 袋 34 袋
※収集１回分のごみ袋数です
※袋は大・中・小含んでいます

有
料
指
定
ゴ
ミ
袋
の
卸
問
屋

　

有
料
指
定
ご
み
袋
制
に
お
け
る
、
平
成
23
年
度

山
鹿
市
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
手
数
料
の
収
納

を
、
左
記
の
卸
問
屋
が
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

取
扱
期
間
▽
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

【
取
扱
業
者
】

㈾
堤
商
店
、
㈾
堀
商
店
、
㈲
原
食
品
、
山
鹿
市
商

工
会
（
順
不
同
）

モデル地区（古閑）の分別作業の様子



31　2011.5.1　広報やまが

山　鹿　
　山　鹿　一法師ミユキさん (94)　松井　金矢さん (83)
　　　　　竹田大治郎さん (87)　佐川　憲昭さん (86)
　　　　　松本加代子さん (64)　菅村　常克さん (84)
　米　田　星子　純一さん (62)　江藤圭之助さん (61)
　八　幡　鹿子木　勇さん (95)
　平小城　宮﨑　一夫さん (78)　宮崎カナエさん (100)
　三　玉　河原田ノブ子さん (84)　本田スソヱさん (100)
　　　　　立山シズ子さん (93)
　大　道　冨田　隼人さん (84)　森　　幸子さん (84)
　　　　　坂本　憲治さん (75)　小川カツエさん (80)
鹿　北　
　岳　間　嘉場　雅子さん (43)
　岩　野　中満オトシさん (94)　信國フジカさん (92)
　広　見　松島ミサヲさん (93)

３月

山　鹿
　山　鹿　田中　久年さん♥任　　国傑さん
　八　幡　緒方　秀紀さん♥竹下　麻美さん
　大　道　蘭野　太之さん♥楠本　梨沙さん
　　　　　飯川　栄規さん♥桑村　知子さん
　　　　　松永　武士さん♥石川　優里さん
鹿　北
　岩　野　池田　　武さん♥元村　有沙さん
　　　　　内野　有揮さん♥宮野　早織さん

菊　鹿
　内　田　小﨑　梅子さん (85)　城野ハルコさん (98)
　六　郷　石川カナメさん (86)　古閑十三生さん (95)
　　　　　石阪　祐幸さん (80)　立花ヨシミさん (78)
　　　　　吉里　武正さん (91)
　城　北　松本　　整さん (81)　坂本　秀子さん (82)
　　　　　𢛳丸　信幸さん (90)　米岡トキワさん (93)
鹿　本
　稲　田　福田　義孝さん (71)　堀田　道雄さん (84)
　　　　　井上ツルヲさん (99)　木村　賢正さん (54)
　来　民　浦田　善見さん (81)　宮本　弘幸さん (64)
　　　　　塩山セイコさん (89)
　中　富　佐藤モモエさん (98)　隈部　　誠さん (54)
鹿　央
　千　田　隈部　節子さん (75)　中川ヒロ子さん (84)
　　　　　隈部　　實さん (91)
　米野岳　大久保とみ子さん (62)　立山　光雄さん (83)
　山　内　井出ヒサコさん (99)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

山　鹿
　山　鹿　中村　美

み お

桜さん　井手　祐
ゆ う と

翔さん
　　　　　梅原　拓

た く ま

希さん　梅田　茅
か や の

乃さん
　八　幡　中村　裟

さ き

季さん　池田　禮
れ い じ

士さん
　平小城　光永　梨

り の

乃さん
　三　玉　家入　光

こ う し

史さん　大塚　斗
と う ご

護さん
　大　道　大坂　絢

あ や か

花さん　福田　寛
かんすけ

介さん
　　　　　古閑　陸

り く と

斗さん　富永　愛
い と な

絆さん
　　　　　益崎　光

こ う や

矢さん　辰己　朱
あ か ね

音さん
鹿　北
　岳　間　大渕　莉

り ん

音さん

※３月中の届出のうち、本庁・総合支所で受け付けた掲載
希望者分を掲載しています

菊　鹿
　六　郷　古閑　祐樹さん♥山口　晃奈さん
　　　　　永田　誠也さん♥川添　有紗さん
　　　　　東　　裕基さん♥立花　　歩さん
鹿　本
　来　民　中室　　隆さん♥槌田　和美さん
　中　富　森本　翔太さん♥上村　麻世さん
　　　　　民守　公起さん♥松田希美枝さん
鹿　央　
　千　田　竹田　俊輝さん♥岩橋　美紀さん

　岩　野　白田　純
す み れ

鈴さん　早井　琴
こ と み

望さん
　広　見　一法師桜

お う ま

真さん
菊　鹿
　内　田　渕上　莉

り く

玖さん
　六　郷　飯川ひまりさん
鹿　本
　稲　田　森　　晴

は る と

人さん
　来　民　橋口ももこさん　橋口ななこさん
　　　　　大薗　恵

けいしゅん

舜さん
鹿　央　
　千　田　有働　咲

さ き

希さん
　米野岳　原田　蓮

れ お

央さん



＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り
決めによる漢字を使用しています（広聴広報係）

■人の動き
人口 279 人減りました 56,733 人
男性 124 人減りました 26,765 人
女性 155 人減りました 29,968 人
世帯数 35 世帯減りました 21,111 世帯
〜14歳 12.3 ％ 6,992 人
15歳〜64歳 57.5 ％ 32,592 人
65歳〜 30.2 ％ 17,149 人

３月末現在 (増減は前月末比 )
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し
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日
本
大
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で
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現
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か
ら
携
帯
電
話

で
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報
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と
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何
を
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支
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。
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。
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。
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。
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わ
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が
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（
有
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材料　
※豆腐１丁 450 グラムに対しての材料
ホウレン草　1把、ニンジン 1/2 本、こんにゃ
く 1枚、白菜 1/4 株
砂糖 50グラム、味噌 30グラム、塩　少々、
ゴマ 30グラム

作り方　　　
① ホウレン草、白菜はゆでて一口大程度に切り

水気を固めに絞っておく
② ニンジン、こんにゃくは千切りにして、ゆで

で薄味をつけておく
③豆腐はゆでて水切りをしておく
④ すり鉢で、ごまをすりつぶし豆腐と調味料を加え、

さらによくすりつぶす。最後に味の調整をする
⑤野菜を和える
コツ
●野菜は、季節ごと、小松菜、ブロッコリー、山菜
など、採れる野菜を使ってください。豆腐の水切り
も忘れずに､ 白和えは、水加減がポイントです。

ひらやま菜の花会は、平山温泉の湯の里市のお隣に
あり、湯の里市も含め市内 3 カ所に出荷しています。

旬の野菜の白和え

　

た
っ
ぷ
り
と
旬
の
野
菜
を
食
べ
た
い
時
は
、
白し

ら
あ和

え
が
一
番
で

す
よ
ね
。
豆
腐
と
と
も
に
地
元
で
採
れ
た
旬
の
野
菜
は
、
体
に
や

さ
し
い
の
で
、
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
ね
。
も
う
一
品
の
柏
餅

は
、
5
月
5
日
の
端
午
の
節
句
の
供
え
物
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

カ
シ
ワ
の
葉
は
新
芽
が
育
つ
ま
で
古
い
葉
が
落
ち
な
い
こ
と
か
ら

「
子
孫
繁
栄
」
と
い
う
縁
起
を
か
つ
い
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
…

左から岩永淳子さん / 迎田節子さん / 仲間瑠璃子さん　

　平山温泉のお客さんに、地元で採れた野菜を販売しよ
うと始めた湯の里市。旬の野菜を加工した品物も出そう
と始めたひらやま菜の花会は結成 6年目。
　平山温泉を使って作るいきなり団子はまさに絶品。予
約して温泉に行くお客さんも多いとか。「四季を大切に
したい」と迎田代表。春はイチゴ大福、かしわもち、ヨ
モギ団子など、四季を感じる加工品は大人気です。

山鹿市生活研究グループのみな
さんに毎月、山鹿で採れた農産物
を使った料理を紹介していただ
きます

山鹿生活研究グループ・ひらやま菜の花会


